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3.0 輸入規制 

輸入規制について、成果物と加工食品の品目別に記載し、個別/共通事項としてハラール、適正農業規範、参

入規制について記載する。 

3.１ 青果物 

規格と表示要件 

一般規格 1985 年食品規則(Schedules of Food Regulations)の規則 209、210、 211、212、225 及

び 226 条では、青果物を定義し、青果物が遵守しなければならないいくつかの要件を規定している。8  

表: 1985年食品規則による青果物の規格 

規則 規格基準 
規則 209 条 
野菜類 

野菜は清潔で健全であり、一般的に食用に供される植物の可食部であり、規則 210 から
212 条で基準が定められている食品を含むものである必要がある。 

規則 210 条 
生鮮野菜 

新鮮な野菜とは、脱水、乾燥、缶詰、冷凍されていない野菜で、枯れたり、しなびたり、変
色していないものであること。 

規則 211 条 
乾燥または脱水
した野菜 

(1) 乾燥野菜または脱水野菜は、野菜の生食用部分に砂糖、サッカリンまたはサッカリンナ
トリウム、ミントの葉または ミントオイルを加え、自然または人工的な条件で脱水したものであ
ること。乾燥野菜または脱水野菜は、8%以上の水分を含んではならない。  
(2) 乾燥野菜及び脱水野菜は、保存料及び着色料として許可された物質を含むことがで
きる。 

規則 212 条 
冷凍野菜 

冷凍野菜は、マイナス 18℃以下の温度で連続 1 日間、冷凍された健全な状態に維持さ
れ、販売前に解凍されていない生鮮野菜とする。冷凍野菜には、ミントの葉やミントオイルが
含まれている場合がある。 

規則 225 条 
生の果物 

(1) 生の果実とは、乾燥、果肉除去、脱水、冷凍、缶詰、砂糖漬、酢漬けのいずれでもな
い果実のことである。また、枯れたり、しなびたり、変色していないものでなければならない。  
(生の果実には、生の果実の等級付け又は識別のために使用するものとして規則 21 第 5
項に規定する許可された着色料が含まれていてもよい。)  
(本規定において、食用の食品用ワックスは、販売用の生の果実の洗浄及び調製に使用す
ることができる。) 

 
 
 
81985 年食品規則 "209,210, 211, 212, 225 and 226".  
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72 

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72
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規則 規格基準 

規制226条 
乾燥果実  
 

(1) 乾燥果実は、清浄で健全な生の果実を自然または人工的な条件下で調製し、乾燥さ
せたものとする。  
(2) 乾燥果実は、砂糖、ぶどう糖、グリセロール、ソルビトール、サッカリン、サッカリンナトリウ
ム、食用油脂及び流動パラフィンを 0.3％以下含有することができること。  
(3) 本規定において、食用の食品用ワックスは、販売用のドライフルーツの洗浄及び調製に
使用することができる。  
(4) 乾燥果実は、保存料及び着色料を含有することができるが、乾燥バナナの場合は、エチ
レンジアミン四酢酸二ナトリウムカルシウムを 315mg/kg 以下の割合で含有し、かつ、アスコ
ルビン酸を許容される食品調整剤として含有することができる。 

出典：1985年食品規則 

 

残留農薬の最大許容量 

 1985 年食品規則 41 条には、マレーシアで輸入または販売されるすべての食品は、以下のことをしてはならない

と規定されている。 

(a)残留農薬に関して、その食品について食品規則 Sixteenth Schedule 9に定める割合以上の割合で残留農

薬を含有するものであること。 

 (b) コーデックスで推奨されている残留農薬に関して、その食品に指定されている割合よりも高い割合で残留農薬

を含む（農薬が食品規則 Sixteenth Schedule に指定されていない場合）又は  

(c) 1 キログラムあたり 0.01 ミリグラム以上の残留農薬が含まれ、その農薬が食品規則 Sixteenth Schedule

またはコーデックスにその食品について指定されていない場合 

 

 

 

 
 
 
91985 年食品規制 "第 16 スケジュール/表 16" 
 http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72 

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72
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食品規則 Sixteenth Schedule は、メロンの最大許容残留農薬量を記載している。 

表：メロンの残留農薬最大許容量 

 
 
 
 
 
 
 
 

出典：1985年食品規則 

 

金属汚染物質の最大許容比率 

1985 年食品規則 38 では、マレーシアで輸入、広告、販売される 食品規則 Fourteenth Schedule に記載

されたすべての食品は、指定された最大許容割合を超える割合で、表に記載された物質を含んではならないとされ

ている。  

食品規則 Fourteenth Schedule では、野菜・果物類における金属汚染物質（ヒ素、鉛、水銀、カドミウム、ア

ンチモン）の最大許容割合が下表のように規定されている。 

表 : 特定食品中の金属汚染物質の最大許容量 (mg/kg) 

食品 ヒ素(As) 鉛 水銀 カドミウム

(Cd) 

アンチモン

（Sb） 

野菜ジュース、フルーツジュ

ース以外の野菜製品、フ

ルーツ製品 

1 2 0.05 1 1 

出典：1985年食品規則 

食品添加物 

食品添加物および添加栄養物に関しては、食品規則 1985 年 Part V の基準が示されている。食品添加物の

要求事項の詳細については、食品規則 1985 年 Part V の規則 19 ～規則 26 を参照されたい。10規定内容

は加工食品と同様で、詳細な規定内容については巻末の参考セクションの表１に記載している。 

 
 
 
10 1985 年食品規制 "Part V"  http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72  

農薬（英語名）  青果物  最大残留基準値 

(MRLs)食品中(mg/kg) 

Dimethomorph（ジメト

モーフ） 

メロン 0.5 

Dithiocarbamates （ ジ
チオカルバミン酸塩） 

メロン 0.5 

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72


93 
 

品質等級 

マレーシア連邦農産物マーケティング（農産物等級、包装および表示）規則 2008 年（GPL（Grading, 

Packaging and Labeling）規則または Sijil Penggredan, Pembungkusan Dan Pelabelan/ Sijil の略

で 3P とも呼ばれる）は、青果物等級と生産地に基づく価格の特定と比較において、消費者に参考情報を提供す

ることにより、消費者の権利を保護するために制定されたものである。GPL 規制の適用に関する解説書はこちらで

ご覧いただける。11  

農産物の輸出入を含むマレーシア国内の農産物マーケティングの監督、調整、規制、開発を担う農業・食糧安全

保障省（MAFS）傘下の機関、連邦農業マーケティング庁（FAMA）が GPL 規制を実施している。  

GPL 規制の対象となる農産物は、メロン、かんしょ、柿、梨である。調査対象 4 品目を含む加工食品は、本規制

の対象外である。 

GPL 規制では、すべての輸入農産物生鮮食品に、マレーシア検疫検査局（MAQIS）が発行・検証した農産物

適合証明書の添付が義務付けられている。農産物適合証明書（CoC）は輸入する農産物の種類（生鮮果実

または生鮮野菜）に応じて発行され、1 回の入国につき 1 回のみ使用することが可能である。  

すべての農産物は、3 つのカテゴリーに分類される。プレミアムグレード、グレード 1、グレード 2 の 3 種類である。 

• プレミアムグレード - 傷や欠陥のない果物や野菜 

• グレード 1 とグレード 2 - 傷や欠点が許容範囲内の果物や野菜。グレード 1 とグレード 2 の果物や野菜

の違いは、傷や欠点が許容できるレベルの違いである。 

品質等級は、マレーシア規格（MS）のグレード規定に基づく。12  

 

 
 
 
11 連邦農業マーケティング庁 "GPL 規制の適用に関する説明書" 
https://www.fama.gov.my/documents/20143/51779/Explanatory+Notes+on+The+Application+of+Federal+Agricultural+Marketing+
Authority+%28Grading%2C+Packaging+and+++labelling+of+Agricultural+Produce%29.pdf/27d89d3f-ec44-b172-c293-73f17732569d  
12マレーシア規格「MS 2655:2017 かんしょ」「MS 1325:2012 年 マスクメロン」 
https://mysol.jsm.gov.my/  

https://www.fama.gov.my/documents/20143/189886/P.U.+%28A%29+274+Federal+Agricultural+Marketing+Authority+%28Grading%2C+Packaging+And+Labelling+Of+Agricultural+Produce%29+Regulations+2008.docx/c441531c-e8b7-0685-665d-b98fefde8864
https://www.fama.gov.my/documents/20143/51779/Explanatory+Notes+on+The+Application+of+the+Federal+Agricultural+Marketing+Authority+%28Grading%2C+Packaging+and+++labelling+of+Agricultural+Produce%29.pdf/27d89d3f-ec44-b172-c293-73f17732569d
https://www.fama.gov.my/documents/20143/51779/Explanatory+Notes+on+The+Application+of+the+Federal+Agricultural+Marketing+Authority+%28Grading%2C+Packaging+and+++labelling+of+Agricultural+Produce%29.pdf/27d89d3f-ec44-b172-c293-73f17732569d
https://www.mafi.gov.my/
https://www.fama.gov.my/utama
https://www.maqis.gov.my/
https://www.fama.gov.my/documents/20143/51779/Explanatory+Notes+on+The+Application+of+the+Federal+Agricultural+Marketing+Authority+%28Grading%2C+Packaging+and+++labelling+of+Agricultural+Produce%29.pdf/27d89d3f-ec44-b172-c293-73f17732569d
https://www.fama.gov.my/documents/20143/51779/Explanatory+Notes+on+The+Application+of+the+Federal+Agricultural+Marketing+Authority+%28Grading%2C+Packaging+and+++labelling+of+Agricultural+Produce%29.pdf/27d89d3f-ec44-b172-c293-73f17732569d
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Im1RTnRXWmhiV3ZNUTE0RUdwNnZLZ2c9PSIsInZhbHVlIjoiRU5Ga205WUlkYk0vT0xySEtUNUorUT09IiwibWFjIjoiN2M5YjY0ZDc1ZGM2MmJlZDVjZGMzMTE2ZTg3NTc1ZDEwNGMwZTRlMWNmYzIwNzlkOGFhMWNkMWU0NmI2Mzc5YSJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Ijh1UktwNmlOMzdVM3VTbUlhWW5DVHc9PSIsInZhbHVlIjoiS0F4ZFVjNjN5N1ZSb2dCTTBIVlRpdz09IiwibWFjIjoiYTQxYWRlNmZhOWY0NWM4ZjJhZTQ3ZTZkYmM5NTNiNmJmMDVlZjg2ZWZmZDg0MzY5MWMwM2U1NjllNTZmZmZmNiJ9
https://mysol.jsm.gov.my/
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表 : かんしょ、梨、マスクメロンの等級基準 

一般名 植物名 等級規格 
かんしょ Ipontoea batatas MS 2655:201713 
マスクメロン Cucumis melo Linn MS 1325201214 
出典：Malaysia Standards 

 

現在、マレーシア規格（MS）が基準を設けているのは、かんしょとマスクメロンだけである輸入されたかんしょとマスク

メロンの等級付けは、通常、商品が到着した際に内陸の通関所で MAQIS 担当官が実施する。時間、スペースな

どの状況で、税関倉庫、認可倉庫、所轄官庁が管理する施設で実施されることもある。MAQIS 担当者は、マレ

ーシア規格ガイドラインに記載されているかんしょとマスクメロンの外観（サイズ、成熟度、包装など）に基づき検査

を行い、等級付けを実施する。 

なお、かんしょとマスクメロンに関して、マレーシアにおける等級づけと市場価格との関係についての統計データは見当

たらなかった。本件に関して輸入業者に問い合わせたところ、輸入青果物の市場価格は、基本的に収穫時期、供

給コスト（輸送・包装・流通コストを含む）、数量、現地の需要など様々な要因をもとに、サプライチェーン上の主

要関係者（輸入業者、卸売業者、小売業者）によって決定され、その時々において非常に変動するため、等級

付けと市場価格との関係性は見い出せないとのことであった。 

小売店で販売されている輸入果物の表示ラベルはほとんどがプレミアムグレードである。輸入業者によると、グレード

１以下の等級は市場が限られているため、プレミアムグレードを中心に輸入しているとのことであった。ある輸入業者

は、グレード１の果実をカットフルーツや飲料用に加工しているケースはあった。 

梨や柿など、マレーシア規格（MS）がない農産物の場合は、原産国の等級規格に準じて等級付けをすることが

できる。 

 
 
 
13 https://mysol.jsm.gov.my/preview-
file/eyJpdiI6Im1RTnRXWmhiV3ZNUTE0RUdwNnZLZ2c9PSIsInZhbHVlIjoiRU5Ga205WUlkYk0vT0xySEtUNUorUT09IiwibWFjIjoiN2M5Yj
Y0ZDc1ZGM2MmJlZDVjZGMzMTE2ZTg3NTc1ZDEwNGMwZTRlMWNmYzIwNzlkOGFhMWNkMWU0NmI2Mzc5YSJ9 
14 https://mysol.jsm.gov.my/preview-
file/eyJpdiI6Ijh1UktwNmlOMzdVM3VTbUlhWW5DVHc9PSIsInZhbHVlIjoiS0F4ZFVjNjN5N1ZSb2dCTTBIVlRpdz09IiwibWFjIjoiYTQxYWRl
NmZhOWY0NWM4ZjJhZTQ3ZTZkYmM5NTNiNmJmMDVlZjg2ZWZmZDg0MzY5MWMwM2U1NjllNTZmZmZmNiJ9 
 

https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Im1RTnRXWmhiV3ZNUTE0RUdwNnZLZ2c9PSIsInZhbHVlIjoiRU5Ga205WUlkYk0vT0xySEtUNUorUT09IiwibWFjIjoiN2M5YjY0ZDc1ZGM2MmJlZDVjZGMzMTE2ZTg3NTc1ZDEwNGMwZTRlMWNmYzIwNzlkOGFhMWNkMWU0NmI2Mzc5YSJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Ijh1UktwNmlOMzdVM3VTbUlhWW5DVHc9PSIsInZhbHVlIjoiS0F4ZFVjNjN5N1ZSb2dCTTBIVlRpdz09IiwibWFjIjoiYTQxYWRlNmZhOWY0NWM4ZjJhZTQ3ZTZkYmM5NTNiNmJmMDVlZjg2ZWZmZDg0MzY5MWMwM2U1NjllNTZmZmZmNiJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6IklvcnB0MDVWVzhiRHBZLzE1SjdFNWc9PSIsInZhbHVlIjoicFN1SlNuZDNoYXdneTlKaytCdmRSUT09IiwibWFjIjoiNjI0ZWNmZTU1OGUyZWFjNzUzZjVkYTYxM2IyM2U1MTEwMWRhYTJmOGQ4ZmExYzI4M2JmYTVhMWJiOTA1YzlhMSJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Im1RTnRXWmhiV3ZNUTE0RUdwNnZLZ2c9PSIsInZhbHVlIjoiRU5Ga205WUlkYk0vT0xySEtUNUorUT09IiwibWFjIjoiN2M5YjY0ZDc1ZGM2MmJlZDVjZGMzMTE2ZTg3NTc1ZDEwNGMwZTRlMWNmYzIwNzlkOGFhMWNkMWU0NmI2Mzc5YSJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Im1RTnRXWmhiV3ZNUTE0RUdwNnZLZ2c9PSIsInZhbHVlIjoiRU5Ga205WUlkYk0vT0xySEtUNUorUT09IiwibWFjIjoiN2M5YjY0ZDc1ZGM2MmJlZDVjZGMzMTE2ZTg3NTc1ZDEwNGMwZTRlMWNmYzIwNzlkOGFhMWNkMWU0NmI2Mzc5YSJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Im1RTnRXWmhiV3ZNUTE0RUdwNnZLZ2c9PSIsInZhbHVlIjoiRU5Ga205WUlkYk0vT0xySEtUNUorUT09IiwibWFjIjoiN2M5YjY0ZDc1ZGM2MmJlZDVjZGMzMTE2ZTg3NTc1ZDEwNGMwZTRlMWNmYzIwNzlkOGFhMWNkMWU0NmI2Mzc5YSJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Ijh1UktwNmlOMzdVM3VTbUlhWW5DVHc9PSIsInZhbHVlIjoiS0F4ZFVjNjN5N1ZSb2dCTTBIVlRpdz09IiwibWFjIjoiYTQxYWRlNmZhOWY0NWM4ZjJhZTQ3ZTZkYmM5NTNiNmJmMDVlZjg2ZWZmZDg0MzY5MWMwM2U1NjllNTZmZmZmNiJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Ijh1UktwNmlOMzdVM3VTbUlhWW5DVHc9PSIsInZhbHVlIjoiS0F4ZFVjNjN5N1ZSb2dCTTBIVlRpdz09IiwibWFjIjoiYTQxYWRlNmZhOWY0NWM4ZjJhZTQ3ZTZkYmM5NTNiNmJmMDVlZjg2ZWZmZDg0MzY5MWMwM2U1NjllNTZmZmZmNiJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6Ijh1UktwNmlOMzdVM3VTbUlhWW5DVHc9PSIsInZhbHVlIjoiS0F4ZFVjNjN5N1ZSb2dCTTBIVlRpdz09IiwibWFjIjoiYTQxYWRlNmZhOWY0NWM4ZjJhZTQ3ZTZkYmM5NTNiNmJmMDVlZjg2ZWZmZDg0MzY5MWMwM2U1NjllNTZmZmZmNiJ9
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通常、格付けは、下表に示す連邦農業マーケティング庁所管の農産物の等級付け、包装、ラベル付け規則

2008 年の Part II に基づく 5 つの基準で等級が決められる。  

表 : 等級基準  

項目 基準 

鮮度 

農産物は、鮮度が良いこと。鮮度不良品が含まれる率は農産物の等級によって 3％～10％の範
囲で決められている。鮮度落ちの兆候がある商品は、ロット内の他の商品の品質に影響を与えるた
め、販売禁止となる。鮮度サインの例は以下の通り。農産物の皮が滑らかであること、肉質がしっかり
していること、シワや枯れがなく、柔らかいこと 

成熟度 成熟度（色指数・熟度）が均一であること 

ダメージ 

傷のある製品は、保存性、プレゼンテーション、食感、味に影響するため、厳禁とします。傷みの兆候
とは、害虫、不注意な取り扱い、感染症などにより、皮膚表面や肉に見られるもの、または見られな
いものを指す。 
a) 切り傷、骨折、打撲、傷、低温障害など、不適切な取り扱いによる機械的損傷の影響  
b) 害虫による噛み跡や穴  
c) 悪臭、腐敗、カビなどの微生物感染による影響、 
の 3 つの側面から損傷を見ることができる。 

不具合 

特定の等級において、農産物は欠陥品が含まれる率は農産物の等級によって 3％～10％の範囲
で決められている。欠陥は次の 3 つの側面から見ることができる。 
a) 形が変形している-通常の形とは異なる形をしている  
b) 汚れがある-清掃されていない異物の痕跡がある  
c) 外観が変形している-外観に影響がある。外観や色に影響を与えるような跡が外層にあること。 

サイズの統一 
特定の等級において、農産物は標準的な均一サイズでなければならず、公差レベルは 3％～10％
である。包装単位は、各製品の重量が規定されたサイズ分類の範囲内にある場合、均一とみなさ
れる。 

品質等級仕様の詳細については脚注の Web ページを参照されたい。15 

パッケージング 

小売業者、卸売業者、輸出入業者は、農産物を定められた基準に従って包装しなければならない。16 

輸入・卸売・小売の青果物パッケージ仕様の要件は以下の通りである。 

 
 
 
15  Federal Agricultural Marketing Authority "Part 11 of Agricultural Grading, Packaging and Labeling) Regulations 2008 " 
https://www.fao.org/faolex/results/details/en/c/LEX-FAOC091730/ 
16 連邦農業マーケティング局 "Article 5 of Agricultural Grading, Packaging and Labeling) Regulations 2008)" 
https://www.fao.org/faolex/results/details/en/c/LEX-FAOC091730/ 

https://www.fao.org/faolex/results/details/en/c/LEX-FAOC091730/
https://www.fama.gov.my/documents/20143/189886/P.U.+%28A%29+274+Federal+Agricultural+Marketing+Authority+%28Grading%2C+Packaging+And+Labelling+Of+Agricultural+Produce%29+Regulations+2008.docx/c441531c-e8b7-0685-665d-b98fefde8864
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表 : パッケージ仕様 

項目 仕様基準 

パッケージの大きさ パッケージの大きさは、農産物の量と形状に適したものでなければならない。 

パッケージの種類と
グレード 

パッケージには、同じ種類と等級の農産物が含まれていること 

1 梱包の重量 1 梱包の重量は 30 キログラムを超えないものとする。 

各パッケージのデザ
イン・素材 

各パッケージのデザインや素材は、取り扱いや輸送の際に農産物を保護するために設計されているこ
と 

素材・パッケージ  
素材や包装は、農産物の形状や品質を損なわないものでなければならない。すでにマークやラベルが
貼られているパッケージを再利用する場合は、マークを消去し、既存のラベルを剥がしてから使用しな
ければならない。 

 
上記に加え、マレーシアで消費されるすべての食品の包装は、1985 年の食品規則 Part VI によって規制される。
17食品包装基準の詳細については巻末の参考セクションの表２を参照されたい。 

 

ラベリング 

連邦農業マーケティング庁所管「農産物の格付け、包装、表示に関する規則」（2008 年）では、すべての農産

物は入港地に到着する前にラベル付けされなければならないと定めている。輸入業者は、通関後にのみ農産物の

再梱包やラベルの貼り替えを行うことが許されている。荷物が入港地に到着すると、MAQIS（生鮮食品の責任機

関）の担当官が、農産物の情報が正確であるか、ラベルに書かれている内容と一致しているかを確認する。 

同規則 6 条によると、農産物のパッケージには、11cm×7cm 以上のラベルを貼り付けなければならず、そのラベル

はパッケージのタップ面または側面にしっかりと見やすく貼られなければならない。18 

農産物の包装には、11cm×7cm 以上のラベルを貼付し、包装のタップ面又は側面にしっかりと見やすく貼付しな

ければならない。 

ラベルに記載する事項は、次のように記載または印刷する。  

 
 
 
171985 年食品規則 "Part V Regulations 27 to 36" 
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72 
18Federal Agricultural Marketing Authority "Article 6 of Agricultural Grading, Packaging and Labeling) Regulations 2008 " 
https://www.fao.org/faolex/results/details/en/c/LEX-FAOC091730/ 

https://www.fama.gov.my/documents/20143/189886/P.U.+%28A%29+274+Federal+Agricultural+Marketing+Authority+%28Grading%2C+Packaging+And+Labelling+Of+Agricultural+Produce%29+Regulations+2008.docx/c441531c-e8b7-0685-665d-b98fefde8864
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• 文字の大きさは、20 ポイント以上でなければならない。  

• すべて大文字、またはすべて小文字、または小文字で頭文字が大文字のもの  

• 背景と強いコントラストを持つ色で表示する  

• 字体は、すべての語句において統一すること。 

図: マレーシアで販売されている梨のラベルの例 

 

出典：Orissa International による店頭調査 

ラベルには、以下の事項を記載する必要がある。 

表 : ラベル情報  

項目 

マレーシアの輸入業者と輸出国の農産物の生産者または包装業者または販
売業者の名称および事業所所在地 

農産物の一般名称 

農産物の品質等級 

農産物の原産国 

農産物パッケージの重量 

出典：連邦農業マーケティング庁 

小売のために提供される青果物は、同じ種類及び等級の青果物を含む容器に陳列することができ、ラベル又はタ

グを当該青果物の横に貼付しなければならない。当該ラベル又はタグには、次の事項を記載しなければならない。  
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表 : ラベルまたはタグの情報 

項目 

農産物の一般名称 

農産物の品質等級 

農産物の大きさ 

農産物の原産国 

出典：連邦農業マーケティング庁 

連邦農業マーケティング庁の「農産物の格付け、包装、表示に関する規則 2008」によると、ラベルに記載する内

容は、マレー語（Bahasa Malaysia）で記載するものとし、その他の言語への翻訳を含むことができる。翻訳言

語は、現地小売業では英語がよく使われている。 

輸入関税 

輸入業者は、製品がマレーシアに入国する際に、2002 年関税義務令 2 条および 2017 年関税（輸入禁止）

令 6 条および 10 条に記載されているように、製品カテゴリーを特定し、該当する関税を納付する必要がある。マレ

ーシア王立関税局（RMCD）は、HS コードに従って、すべての製品を分類している。  

マレーシアは、日本と東南アジア諸国連合（ASEAN）6 か国（ブルネイ、インドネシア、フィリピン、シンガポール、

タイ、マレーシア）との間で締結された日・ASEAN 包括的経済連携協定（AJCEP）の締約国である。 

また、マレーシアは、日本・東南アジア諸国連合（ASEAN）10 か国（ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、

マレーシア、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム）、日本、中国、韓国、豪州およびニュージーランド

の計 15 カ国との間で締結された地域的な包括的経済連携（RCEP）協定の締結国である。 

また、マレーシアは日本との二国間自由貿易協定であるマレーシア日本経済連携協定（MJEPA）を締結してお

り、日本からの輸入品に対して特恵関税を適用している。マレーシアの関税割当予定表と注意事項については、

「マレーシア - 関税割当予定表 19」をご参照されたい。 

 
 
 
19 https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf 

http://www.customs.gov.my/ms/pg/Perintah%20Kastam/P.U.%20(A)%20114%20-%20Peintah%20Duti%20Kastam%202022.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/j_asean/ajcep_k.html
https://fta.miti.gov.my/index.php/pages/view/malaysia-japan?mid=45
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd95e3f.pdf
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf
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マレーシアは、ニュージーランド、チリ、シンガポール、ブルネイ、オーストラリア、ペルー、ベトナム、マレーシア、メキシコ、

カナダ、日本の 11 か国との間で締結された環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）の締結国である。しかし、

2023 年 1 月現在、マレーシア税関局による関税率検索サイトに TPP の関税率はまだ記載されていない。 

マレーシアへの輸入関税は、こちらの Web サイト 20で確認できる。 

表 : 日本からマレーシアへの輸入関税 
製品 HS コード 最恵国待遇（MFN） 

輸入関税 
日本からの輸入関税 

0％のケース 
かんしょ  
  -冷凍 
  -その他・生鮮品 

 
0714.20.10 
0714.20.90 

 
0% 
0% 

 
0％（MJEPA、AJCEP 、RCEP） 
0％（MJEPA、AJCEP 、RCEP） 

生鮮メロン（スイカを除く） 0807.19.00 5% + MYR 0.65/kg 0％（MJEPA） 
生鮮梨 0808.30.00 5% 0％（MJEPA、RCEP） 
生鮮柿 0810.70.00  30% 0％（AJCEP） 
出典：マレーシア王立関税局  

自由貿易協定に基づく特恵関税の恩恵を受けるためには、日本の輸出業者は協定文書に定められた原産地規

則を遵守する必要がある。  

例えば、日本からの輸入品は、MJEPA 本協定に基づく原産地規則（第 3 章）の基準を満たすことにより、マレ

ーシアで特恵関税が適用される。21 

MJEPA 本協定第 3 章第 39 条に記載されている要件を以下の通りである。 

• マレーシアは、日本の原産品について特恵関税の適用を申請する輸入業者に対し、原産地証明書の

提出を求める。 

• マレーシアは、輸入業者に対し、以下の場合には原産地証明書を要求しないものとする。 

a. 通関価格の合計が千米ドル若しくは本邦通貨による換算額又はこれより高い額を超えない本邦

原産貨物の委託輸入 

 
 
 
20 ：http://mysstext.customs.gov.my/tariff/ 
21 https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/Malaysia-Japan/MJEPA_-_Main_Agreement.pdf 

http://mysstext.customs.gov.my/tariff/
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/Malaysia-Japan/MJEPA_-_Main_Agreement.pdf
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b. 原産地証明の義務が免除されている輸入品 

• 第三国（日本以外の国の港）を経由して輸入される日本原産品について、マレーシアは、当該品の

特恵関税の適用を主張する輸入業者に対し、以下の提出を求めることができる。 

a. 船荷証券の写し、または 

b. 当該第三国の税関当局又はその他の関係団体により与えられた証明書又はその他の情報であっ

て、当該第三国において荷卸し、再荷役又は良好な状態を保つための作業以外の作業を受けて

いないことを証明するもの 

輸入手続き 

日本からマレーシアへの梨、柿、メロン、さつまいもなどの生鮮青果物の輸出は許可されており、植物、動物、枝肉、

魚、農産物、土壌、微生物の輸出入に関する検疫、入口地点、検疫所、検疫施設での検査と執行、証明書の

提出が条件となる。  

 Customs Tariff (Import Prohibition) Order 201722 (現行版) の Fourth Schedule, Part II (Item 

No 9) に基づき、全ての国の生鮮、冷蔵、冷凍の野菜・果物が輸入可能である。現地輸入業者は、MAQIS が

発行する農産物の適合証明書と MAQIS による検査・承認を条件として、マレーシアに輸入することができる。現

地輸入業者は、貨物がマレーシアに到着する前に MAQIS に登録し、適合証明書と輸入許可証を申請する必要

がある。  

2011 年マレーシア検疫検査サービス法に基づき、マレーシア検疫検査サービス局(MAQIS)は半島マレーシアにお

ける同法に基づく規制を監督・実施している。加工食品については、輸入許可は必要ない。 

MAQIS は、生鮮青果物の輸入業者に対し、「農産物適合証明書（CoC）」の提出を義務付けている。

MAQIS は、輸入貨物の健康および食品安全状態を判断するために、輸入書類の確認および貨物の目視検査

 
 
 
22 
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGE
NAI%20IMPORT)%202017.pdf 

http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://extwprlegs1.fao.org/docs/pdf/mal107875E.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
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を実施する。また、検査のために農産物のサンプルも採取される。なお、日本から輸入されるメロン、梨、柿、かんし

ょについては、農業局（DOA）は植物検疫証明書を要求していない。 

マレーシアにおける青果物の輸入手続きの概要は以下の通りである。 

図：マレーシアにおける青果物の輸入手続きの概要 

 

マレーシア検疫検査サービス局（MAQIS）への輸入許可申請 

メロン、柿、梨、かんしょなどの生鮮青果物を輸入しようとするマレーシアの輸入業者は、MAQIS の SPEED システ

ム 23（輸出入業者および貿易代行業者向けの登録システム）に登録する必要がある。その後、輸入業者は

DagangNet の e-permit ポータル 24で輸入許可証を申請する必要がある（DagangNet は Dagang Net 

Technologies Sdn Bhd による貿易円滑化のための政府 e サービスプラットフォームである）。  

 
 
 
23 https://imaqis.maqis.gov.my/SPEED/#!/login 
24 https://newepermit2.dagangnet.com.my/epermit/html/login 

https://imaqis.maqis.gov.my/SPEED/#!/login
https://imaqis.maqis.gov.my/SPEED/#!/login
https://newepermit2.dagangnet.com.my/epermit/html/login
https://imaqis.maqis.gov.my/SPEED/#!/login
https://newepermit2.dagangnet.com.my/epermit/html/login
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DagangNet での輸入許可申請手続きに関するガイドラインとユーザーマニュアル 25はこちらをご覧いただきたい。  

DagangNet への情報入力は、以下の 3 つのステップで行う。  

表 : DagangNet に情報を入れるための 3つのステップ 

ステップ 概要 

ステップ 1 
輸入委託の詳細。荷主・輸入業者、荷受人・輸出業者、転送業者、申請者、輸送手段（例：
海上）、輸入目的（例：ビジネス）、原産国、原産地、委託元、輸入港・入港地、仕向地の詳
細が必要である。 

ステップ 2 
貨物の詳細。コンテナ番号、船舶呼出番号（SCN）、カテゴリー、船荷証券番号、出港予定時
刻、マニフェスト番号、到着予定時刻、インボイス番号などが必要である。 

ステップ 3 
輸入品目/添付資料の詳細である。必要な情報は、関税コード、関税の説明、数量、関税の
UOM（単位）、単価 CIF（原価、保険、運賃）、総コスト（数量×単価 CIF）である。 

出典：DagangNet 

輸出業者申請完了後、同ポータルから MAQIS への手数料支払いが必要である。手数料支払いのご案内はこち
らを参照されたい。26 

 

等級、包装、表示（GPL: Grading, Packaging and Labeling） 

連邦農業マーケティング庁（FAMA）は、国内の輸入業者が FAMA とマレーシア検疫検査サービス局(MAQIS)

に GPL（等級、包装、表示）認証を登録し、農産物適合証明書（CoC）を受け取り、必要な行政・規制費

用を支払うための単一のオンラインポータルである e-Sijil 3P27を導入した。CoC はマレーシアの税関から商品を搬

出するために必要であるため、輸入業者またはその代理人は農産物を輸入する前にオンラインで CoC を申請する

必要がある。基本的には FAMA が輸入用の CoC を発行することになっているが、半島マレーシアでは MAQIS が

FAMA に代わって CoC を発行する。  

マレーシアの輸入業者は、必要な情報を提出し、検査費用やその他の事務手数料を支払う必要がある。  

 
 
 
25 http://www.dagangnet.com/infosite/eGuide/EOP/MAQIS%20ePermit%20Online%20Payment.pdf 
26 https://etraining.dagangnet.com/index.php/product/epermit/eop 
27 http://www.e3p.fama.gov.my/login.aspx 

http://www.dagangnet.com/infosite/eGuide/EOP/MAQIS%20ePermit%20Online%20Payment.pdf
https://etraining.dagangnet.com/index.php/product/epermit/eop
https://etraining.dagangnet.com/index.php/product/epermit/eop
http://www.e3p.fama.gov.my/login.aspx
http://www.dagangnet.com/infosite/eGuide/EOP/MAQIS%20ePermit%20Online%20Payment.pdf
https://etraining.dagangnet.com/index.php/product/epermit/eop
http://www.e3p.fama.gov.my/login.aspx
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標準作業手順書（マレー語）28はこちら、輸入申請手続きのステップバイステップガイド（英語）29はこちらをご覧

いただきたい。  

表 : 輸入申請手続き 

ステップ 概要 

ステップ 1： 荷主・輸入業者、
荷受人・輸出業者、輸送業者、
梱包業者、申請者に関する詳
細情報 

必要な情報は、マレーシアの輸入企業の詳細（事業登録番号、住所、担当者、事業
免許、申請者の連絡先、代理人の詳細（他の企業が輸入業者に代わって申請する場

合に該当）、梱包会社の詳細（該当する場合））である。 

ステップ 2：委託の詳細 

必要な情報は、税関コード、輸入目的、輸送形態、船舶・航空機の数、輸入日時、到
着日時、輸出港・所在地、輸出港コード、積み替え（該当する場合）、マーク・コンテナ
番号、原産国コード・認証番号、最終目的国、等級認証番号、植物衛生認証番号
（検査済み商品は提出不要）、輸入許可番号、K1 フォーム番号（税関申告用）、
合計金額、インボイス番号である。 

ステップ 3：製品情報 

商品分類（野菜、果物、花など 1 申請につき 1 分類のみ）、商品名、サイズ、包装形
態、1 ロットあたりの総包装量、1 包装あたりの数量、関税数量、FOB 単価、合計金
額、申告等級、ラベルタイプ（印刷包装・シール）と原産地コード、検査料合計、検査

済み等級。 

推奨サンプリング数および最大検査単位は、FAMA が設定したシステムにより自動的に

算出される。 

 商品格付、包装、表示の結果は、ポータルサイトで公開される予定である。 商品検査・
品質等級の詳細については、FAMA のウェブサイト を参照されたい。30  

ステップ 4：検査情報 

 

必要な情報は、検査センターコード（MAQIS Entry Point に基づく）、住所、検査
日、検査タイプ（通常/緊急）である。 

ステップ 5：添付ファイル  

 

ポータルサイトからオンラインで提出できる書類は、「税関申告書」と「等級証明書」であ
る。手書きでの提出も可能であるが、FAMA メインオフィスへの提出が必要である。 

ステップ 6: 申告 

 

輸入業者は、農産物が FAMA (Grading, Packaging and Labeling) 規則 
2008 年に従って格付け、包装、表示されていることを申告しなければならない。3P 検
査料を含む請求書が発行される。 

 
 
 
28 http://www.e3p.fama.gov.my/pdf/SOP_eSijil3PV2.pdf 
29 http://www.e3p.my/pdf/4_APPLY_IMPORT.pdf 
30連邦農業マーケティング庁 "商品検査と品質等級" 
 http://www.e3p.fama.gov.my/pdf/7_GRADING.pdf 

http://www.e3p.fama.gov.my/pdf/SOP_eSijil3PV2.pdf
http://www.e3p.my/pdf/4_APPLY_IMPORT.pdf
http://www.e3p.fama.gov.my/pdf/SOP_eSijil3PV2.pdf
http://www.e3p.my/pdf/4_APPLY_IMPORT.pdf


104 
 

ステップ 概要 

MAQIS で承認されると、農産物適合証明書が作成され、輸入検査時に確認される。 

出典：連邦農業マーケティング庁 

 

図: FAMA の 3P ウェブサイトに掲載されている商品検査・品質等級一覧の画面例 

 

出典：連邦農業マーケティング庁 

輸入生鮮食品の農産物適合証明書のサンプルは、輸入申請手続きのステップバイステップガイド 3123 ページから

25 ページに掲載されている。以下に、編集したスクリーンショットを掲載する。  

 
 
 
31 http://www.e3p.fama.gov.my/pdf/SOP_eSijil3PV2.pdf 

http://www.e3p.fama.gov.my/pdf/SOP_eSijil3PV2.pdf
http://www.e3p.fama.gov.my/pdf/SOP_eSijil3PV2.pdf
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図: 生鮮食料品輸入時の農産物適合証明書（CoC）サンプル 
（3 ページ分の内容を、見やすくするために空白を削除して編集している） 

 

出典：連邦農業マーケティング庁（FAMA） 

検査料は、農産物の種類、数量、検査のタイムスケジュールなどに応じて決定される。  
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表： 検査予定時刻から 24 時間以上で当局に通知される通知 

農産物の種

類 
農産物生産量 

営業日に実施する適合性検査に

係る料金  

土日祝日に実施される適合性検

査の料金 

生鮮野菜 最初の 1,000 キログラムま

たはその一部 

MYR 1.00 MYR 2.00 

1,000 キログラムまたはその

一部を超えるごと 

MYR 0.50 MYR 1.00 

生鮮果実 最初の 1,000 キログラムま

たはその一部 

MYR 2.00 MYR 4.00 

1,000 キログラムまたはその

一部を超えるごと 

MYR 1.00 MYR 2.00 

出典：連邦農業マーケティング庁（FAMA） 
 

表： 検査予定時刻から 24 時間未満で当局に通知される通知 

農産物の種

類 
農産物生産量 

当局の営業日に実施される適合

性検査に係る料金 

土日祝日に実施される適合性検

査の料金 

生鮮野菜 最初の 1,000 キログラムま

たはその一部 

MYR 2.00 MYR 4.00 

1,000 キログラムまたはその

一部を超えるごと 

MYR 1.00 MYR 2.00 

生鮮果実 最初の 1,000 キログラムま

たはその一部 

MYR 4.00 MYR 8.00 

1,000 キログラムまたはその

一部を超えるごと 

MYR 2.00 MYR 4.00 

出典：連邦農業マーケティング庁（FAMA） 
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3.2 加工食品 

規格と表示要件 

一般規格 

マレーシアへの食品輸入関連事業者は、「1985 年食品規則（Schedules of Food Regulations 1985）

Part VIII32」に規定された要求事項を遵守する必要がある。 

表：1985年食品規則に基づく、果物を含む特定の加工食品の基準  

規則 概要 
規則 226 条 
ドライフルーツ 

(1) 乾燥果実は、清浄で健全な生の果実を自然または人工的な条件下で調製し、乾燥させたもの
とする。  
(2) ドライフルーツは、砂糖、ぶどう糖、グリセロール、ソルビトール、サッカリン、サッカリンナトリウム、食用
油脂及び流動パラフィンを 0.3％以下含有することができる。  
(3) 本規定において、食用の食品用ワックスは、販売用のドライフルーツの洗浄及び調製に使用する
ことができる。  
(4) ドライフルーツは、保存料、着色料及び食品調整剤としてのアスコルビン酸を含むことができる。 

規則 227 条 
ミックスドライフルー
ツ 
 

(1) ミックスドライフルーツ： ドライフルーツを混合して製造されたものであること。  
(2)ミックスドライフルーツ  
(a)乾燥果実を 70％以上含むこと。 
(b) 15％以下の柑橘類の果皮を含むことができる。  
(混合乾燥果実の入っている包装の表示には、「混合乾燥果実」又は「乾燥（果実の名称を記
載）」と記載されていること) 

規則 68 条 
フルーツパン 
 

(1) フルーツパンは、以下を原料として、香辛料の有無にかかわらず調製したイーストを用いた生地を
焼成して得られるパンとする。  
(a) 小麦粉と水 
(b) 全粒小麦粉と水 
(c) 小麦粉と全粒粉の小麦粉と水の混合物 
レーズン、小粒の干しぶどう、スルタナ・レーズン、ドライフルーツ、またはその他の適切なフルーツを、小
麦粉、全粒粉、またはその混合物の 100kg に対して、単独または合計で 10kg 以上の割合で含む
もの 

規則 140 条 
菓子類の表示に
関する特別な要
件 

(1)小麦粉菓子、砂糖菓子、冷凍菓子、氷菓子又は食卓用菓子の包装には、相当量の果実、卵
又は乳を含有する場合を除き、「果実」、「卵」若しくは「乳」の語又はこれらに類似する意味の語を用
いて表示してはならない。 

 
 
 
32食品規則 "Part VIII Fruit and Fruit Product, Food Regulations 1985". 
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72 

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72
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規則 概要 
(2) 許可された香味物質が添加された菓子のパッケージには、名前が「フレーバー」という言葉と統一
的な文字で合わせて表記されていない限り、そのフレーバーをつけた果物またはその他の天然物質の
名前を表示してはならない。 
(3) その菓子に少なくとも 5%の果実又は果汁が含まれていなければ、冷凍菓子、氷菓子又は食卓
用菓子の包装の表示に、果実の絵又は果実若しくは果汁を表示し、示唆し、若しくは暗示する表現
若しくは方法（果実の名称に「風味」の言葉を合わせて表記したものを除く）を用いてはならない。 

規則 228 条 
果物製品  

「果実製品」とは、果実から調製された食品をいい、規則 229 から 242 及び規則 244 から 245 に
規定する規格を有する食品を含むものとする。 

規則 229 条 
 砂糖漬けの果実
等 
 

(1) 砂糖漬など：生果実又は生果実の混合物の可食部を砂糖、グリセロール（糖アルコールの一
種）又はソルビトール（甘味料の一種）で処理したものであること。  
(2) 砂糖漬けの果実等は、許可された保存料を含むことができる。  
(3) チェリーキャンディーは、許可された着色料を含むことができる。  
(砂糖漬けの果実等を収めた包装の表示に、「砂糖漬けの果物」などと記載し、その直後にその原材
料となった果物の名称を記載すること。 

規制 230 条 
塩漬け果実 

(1) 塩漬け果実は、果実を食塩で処理したものであること。 
(2) 塩漬け果実は、許可された保存料を含むことができる。 

規則 231 条 
塩漬けドライフル
ーツ 

塩漬けドライフルーツは、果実を食塩で処理し、砂糖を加えて又は加えないで、自然条件下又は人
工的方法で乾燥させて得られるものであること。 

規則 232 条 
果実の皮の砂糖
漬け 

(1) 果実の皮の砂糖漬けは、果実の皮を砂糖、グリセロールまたはソルビトールで処理したものである
こと。  
(2) 果実の皮の砂糖漬けは、許可された防腐剤を含むことができる。 

規則 233 条 
果実缶詰 
 

(1) 果実缶詰は、1 種類の果実を加熱処理したものを清潔な容器に詰めた健全なものであること。
缶詰の中に、砂糖、転化糖、精製水飴、ぶどう糖又は乾燥ぶどう糖水飴及び飲用水を入れてもよ
い。その中に入っている果実は、品種が類似しており、大きさが適度に揃っているものでなければならな
い。  
(2) 缶詰の果実は、許可された食品調整剤を含むことができる。  

規則 243 条 
果汁の表示に関
する特別な要求
事項 

(1) 果汁又は濃縮果汁を含有する包装の表示欄に記載すること。 
(a) 果汁を調製した果実の名称。  
(b) 2 種類以上の果実の果汁からなる製品にあっては、「ミックスフルーツジュース」の文字及びその果
汁の名称を含有する割合の高い順に記載すること。  
(果汁又は濃縮果汁に砂糖を加えた場合には、その果汁を入れた包装の表示に、「砂糖を加えたも
の」その他これと同等以上の効果を有する文字を記載しなければならない) 
(濃縮果汁の入った包装の表示に、この規則で定める果汁とほぼ同一の規格の果汁を製造するため
の希釈の指示を記載すること)  
(濃縮果汁を含有する包装には、「濃縮」又は「濃縮」の文字を 10 ポイント以上の均一な文字で「果
汁」の文とあわせなければ表示してはならない。 

規則 246 条 
ジャム 
 

(1) ジャムは、1 種類以上の健全な果実を、生、加工、半加工にかかわらず、許可された甘味物質
で煮たもので、ペクチンを添加したものとしないものとする。  
(2) Jam は、少なくとも 以下のものを含まなければならない。 
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規則 概要 
(a) 果実の 35% ただし、パッションフルーツジャム及びジンジャージャムは、それぞれ 6%及び 5%以
上の果実を含むことができる。  
(b) 不溶性固形分を補正しない 20℃の屈折率で測定した可溶性固形分の 65％。  
(3) ジャムは、許可された保存料、許可された着色料、許可された香料、および許可された食品調
整剤 を含むことができる。  
(二種以上の果実からなるジャムを含む包装の表示には、「ミックスフルーツジャム」の文字を記載しなけ
ればならない) 

規則 247 条 
フルーツゼリー 
 

(1) 果実ゼリー 生、加工、半加工を問わず、1 種類以上の果実の果汁と許可された甘味物質を煮
詰めたゼラチン状の製品で、ペクチンを添加したものとしないものとがあること。種や皮を含まないもので
なければならない。  
(2) フルーツゼリーには、以下を含むこと。  
(a)以下のもの含むもの (i) 果汁エキス 35% (ii) 不溶性固形分を補正しない 20℃の屈折計で測
定した可溶性固形分 65%以上。 
(3) 果物ゼリーは、許可された保存料、許可された着色料、許可された香料及び許可された食品調
整剤を含むことができる。 

規則 248 条 
マーマレード 

マーマレードは、果実または果皮の断片を浮遊させた果実ゼリーとする。規則 247 に規定するジャムの
規格に適合するものでなければならない。 

出典：1985年食品規則 

 

輸出業者は、保健省食品安全品質管理部（FSQD）が作成した輸入食品の分類とマレーシアの関連当局が

定める輸入要件を理解しやすくするための表「MOH 管理下の食品輸入のためのマトリックス 33」を参照することもで

きる。特定の加工食品については、追加の書類要件がある場合がある。  

ラベリング 

輸入加工食品についても、港に到着した時点でラベルが貼付されていることが義務づけられている。保健省

（MOH）の担当官が、商品ラベルに関して 1983 年の食品法および 1985 年の食品規則で定められた基準に

適合しているかどうかを審査する。 

輸入業者は、栄養表示、放射線照射食品、天然風味、添加物、人工甘味料など、1985 年食品規則 Part 

IV に規定する輸入食品に関する FSQD の一般表示要件（マレー語文書）に従わなければならない。34  

 
 
 
33 http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=441000100 
341985 年食品規則 "Part IV Labelling" 
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72  

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=441000100
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=441000080
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=441000100
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72
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一般的な要件としては、以下のようなものがある。 

表：ラベリングに関する一般要求事項 

項目 基準 

ラベリング言語 
輸入食品のラベルは、バハサ・マレーシア語または英語でなければならず、他の言語への翻訳を含む
ことができる。他言語への翻訳は、元の情報と同じ意味を持たなければならない。 

牛肉、豚肉またはそ
の派生物、ラードを
含む製品 

牛肉、豚肉またはその派生物、ラードを含む製品については、次の記載が必要である。 「牛肉、豚
肉またはその派生物、ラードを含む」または同様の表記 

アルコール含有食
品  

アルコールを含む食品には、次のように「アルコールを含む」またはそれに類する表記をする必要があ
る。アルコールを含む」の文字は、セリフ体でない太い大文字で書き、文字の大きさは 6 ポイント以上
でなければならない。(セリフ体：H、I、M などの文字の上部の縦線に装飾として短い横線を付けた
文字） 

正味重量または体
積 

すべての食品ラベルには、正味重量または容量、あるいはパッケージ内の最小限の内容物の数が記
載される必要がある。 

原材料名 
食品表示には、水、食品添加物、栄養成分（添加物、栄養成分は別途規定）を除く、食品の
製造に使用されたすべての原材料を記載しなければならず、2 種類以上の原材料からなる食品につ
いては、製品中の重量割合の高い順に記載しならない。 

食用油脂を含む食
品 

食用油脂またはその両方を含む食品については、ラベルに食用油脂またはその両方を含む旨と、そ
の油脂の原料となる動植物の一般名（例：植物油（パーム油、コーン油））を明記しなければ
ならない。 

動物由来成分 
動物由来の食品成分や添加物を含む食品には、その動物の一般名を表示する必要がある。
(例：コラーゲン（魚）） 

食品添加物 
食品添加物を含む食品については、以下のように記載する。「食品添加物を含む食品については、
次のように記載する。食品添加物を含む食品は、以下のように記述されるべきである。"(当該食品
添加物の種類を特定する) 当該食品添加物を含む。" 

輸入食品 
 

輸入食品の場合、食品ラベルに以下の事項を記載する必要がある。 
(1) 外国製造業者の名称および所在地、または 
(2) 製造または包装する権限のある所有者の氏名または名称および住所  
(3) 代理人の氏名および住所（(1)および(2)を表す）および  
(4) マレーシアにおける輸入業者の氏名または名称および住所  
(5) 原産国 

出典：1985年食品規制 
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図: ラベルに表示される海外メーカーと現地輸入業者の情報例（左がマレー語原文、右が機械翻訳版） 

 
出典：保健省食品安全品質管理部（FSQD） 

添加物、栄養成分、過敏症の原因となる食品成分の表示に関する保健省食品安全品質管理部（FSQD）の

ガイドライン（本ページの通し番号 4、7、9、マレー語）35があり、果物・野菜を含む加工食品にも製品によっては

適用できる可能性がある。  

図: マレーシアのスーパーマーケットで販売されている輸入加工食品への表示例 

 
出典：Orissa International による店頭調査 

 
 
 
35 http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=441000080 

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=441000080
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=441000080
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残留農薬の最大許容量 

 1985 年食品規則 の規則 41 条には、マレーシアで以下のような食品は、輸入または販売されてはならないと規

定されている。 

食品規則 Sixteenth Schedule に定める残留農薬に関してその食品に定められた割合以上の割合で残留農

薬を含有する。 

コーデックスで推奨されている残留農薬に関して、その食品に指定されている割合よりも高い割合で残留農薬を含

む（農薬が食品規則 Sixteenth Schedule に指定されていない場合）または  

a) 1 キログラムあたり 0.01 ミリグラム以上の残留農薬を含むが、その農薬が食品規則 Sixteenth 

Schedule またはコーデックスにその食品について指定されていない場合 

加工食品・菓子の残留農薬基準は食品規則 1985 年 Sixteenth Schedule に記載されていないため、その

場合はコーデックス規格の基準値を参照するか、コーデックス規格にない農薬はすべて残留許容値 0.01mg/kg 

を適用する。 

 

金属汚染物質の最大許容比率 

1985年食品規則の規則38条 では、マレーシアで輸入、広告、販売される 食品規則Fourteenth Schedule

に記載されたすべての食品は、指定された最大許容割合を超える割合で、列に記載された物質を含んではならな

いとされている。36  

食品規則 Fourteenth Schedule では、下表に示す特定の製品について、金属汚染物質（ヒ素、鉛、水銀、

カドミウム、アンチモン）の最大許容割合を記載している。 

表: 特定食品中の金属汚染物質の最大許容量 (mg/kg) 

食品 ヒ素(As) 鉛 水銀 カドミウム
(Cd) 

アンチモン
（Sb） 

ココア・ココア製品 1 2 0.05 1 1 
フレーバー物質 1 2 0.05 1 1 

 
 
 
36 Food Regulations 1985 "Fourteenth Schedule/ Table 14". 
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72  

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72
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食品 ヒ素(As) 鉛 水銀 カドミウム
(Cd) 

アンチモン
（Sb） 

甘味物質 
-グリセロール、糖蜜、サッカリ
ン、ソルビタール以外の甘味
物質 
-モラセス 

 
1 
 
 
1 

 
0.5 

 
 
2 

 
0.05 

 
 

0.05 

 
1 
 
 
1 

 
1 
 
 
1 

食用ゼラチン 2 2 0.05 1 1 
食用油脂及び食用油 0.1 0.1 0.05 1 1 
ピクルス 1 1 0.05 1 1 
特に指定のないすべての食品 
(水、食品添加物を除く) 

1 2 0.05 1 1 

出典：1985年食品規則 

 

食品添加物 

食品添加物および添加栄養物に関しては、食品規則 1985 年 Part V の基準が示されている。食品添加物の

要求事項の詳細については、食品規則 1985 年 Part V の規則 19 ～規則 26 を参照されたい。37規定内容

は青果物と同様で、詳細な規定内容については巻末の参考セクションの表１に記載している。 

 

パッケージング 
マレーシアで消費されるすべての食品の包装は、1985 年の食品規制の Part VI に規定されていて、規定内容は

青果物と同様である。食品包装基準の詳細については巻末の参考セクションの表２を参照されたい。 

 
輸入関税 

輸入業者は、製品がマレーシアに入国する際に、関税義務令 2022 年 2 条 38および関税（輸入禁止）令

2017 年 6 条および 10 条 39に記載されているように、製品カテゴリーを特定し、適用される関税を納付する必

要がある。  

 
 
 
 
38Customs Duties Order 2022 "Article 2" 
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/P.U.%20(A)%20114%20-%20Peintah%20Duti%20Kastam%2022.pdf 
39 関税定率（輸入禁止）令 2017「第 6 条及び第 10 条 

http://www.customs.gov.my/ms/pg/Perintah%20Kastam/P.U.%20(A)%20114%20-%20Peintah%20Duti%20Kastam%202022.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
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マレーシアは、日本と東南アジア諸国連合（ASEAN）6 か国（ブルネイ、インドネシア、フィリピン、シンガポール、

タイ、マレーシア）との間で締結された日・ASEAN 包括的経済連携協定（AJCEP）の締結国である。 

また、マレーシアは、日本・東南アジア諸国連合（ASEAN）10 か国（ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、

マレーシア、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム）、日本、中国、韓国、豪州およびニュージーランド

の計 15 カ国との間で締結された地域的な包括的経済連携（RCEP）協定の締結国である。 

さらに、マレーシアは日本との二国間自由貿易協定であるマレーシア日本経済連携協定（MJEPA）を締結して

おり、日本からの輸入品に対して特恵関税を適用している。マレーシアの関税割当予定表と注意事項については、

「マレーシア - 関税割当予定表 40」を参照されたい。 

下表に掲載されていない製品については、マレーシアへの輸入関税はこちらで確認できる。41  

表: 日本からマレーシアへの輸入関税 
製品 HS コード 最恵国待遇

（MFN）輸入関税 
日本からの輸入関税 

0％のケース 
果実およびナッツ類（未加熱のもの、また
は水で蒸すか煮るかして調理したもの、冷
凍のもの、砂糖その他の甘味料を含むか
否かを問わない）など 

0811.90.00 5% 0% （MJEPA、AJCEP 、 
RCEP） 

果実、ドライフルーツ（08.01 から 08.06
のものを除く）など 

0813.40.90 
 

5% 0%（MJEPA、AJCEP） 

柑橘類の果実又はメロン（スイカを含む）
の皮で、生鮮のもの及び冷凍、乾燥又は
食塩水、硫黄水その他の保存液による仮
保存されたもの 

0814.00.00 10% 0% （MJEPA、AJCEP 、
RCEP） 

野菜、果物、ナッツ、果皮およびその他の
植物の部位で、砂糖で保存されたもの 

2006.00.00 0% 0% （MJEPA、AJCEP 、
RCEP） 

ジャム・フルーツゼリー 2007.99.20 0% 0% （MJEPA、AJCEP 、
RCEP） 

出典：マレーシア王立関税局 

  

 
 
 
40 https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf 
41 http://mysstext.customs.gov.my/tariff/ 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/j_asean/ajcep_k.html
https://fta.miti.gov.my/index.php/pages/view/malaysia-japan?mid=45
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd95e3f.pdf
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf
http://mysstext.customs.gov.my/tariff/
http://mysstext.customs.gov.my/tariff/
https://fta.miti.gov.my/miti-fta/resources/auto%20download%20images/55828dcd657f2.pdf
http://mysstext.customs.gov.my/tariff/
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輸入手続き 
 

関税率（輸入禁止）令 2017 Part 1 規則 35 条 42 に基づき、第 7 章及び第 8 章の野菜・果物からなる加

工食品は、保健省食品安全品質課（FSQD）の認可を受ける必要がある。43  

果実を原料とする加工食品のマレーシアへの輸入は、マレーシア食品安全情報システム（FoSIM）プラットフォー

ム 44 を通じて通知する必要がある。 

日本の輸出業者は、FoSIM に製品を登録するために現地輸入業者を指名する必要がある。FoSIM を通じて、

国内に入るすべての輸入食品は入国地点で検査される。検査は、入国地点でのリスクベースアプローチにより、保

健省（MOH）の職員によって実施される。 

表：FoSIM への製品登録の手順 

ステップ 登録手順 

ステップ 1 
現地の輸入業者または代理人は FoSIM に登録する必要がある。マレーシアの輸入業者または代
理店が FoSIM に登録するためのガイドラインは、 ここ で入手できる。45 

ステップ 2 
現地輸入業者は商品到着前に関連書類を作成・提出し、当局に届け出る必要がある。輸入業
者、輸出業者、代理人、輸送、商品の種類、輸入・積出港、CIF/FOB 価格、商品概要などの情
報が必要である。FoSIM での輸入食品届出手続きのガイドラインは、 こちら 。 46 

ステップ 3 

食品を輸入する際は、税関に申告する必要がある。入港地では、輸入業者・代理人が以下の書
類を提出する必要がある。 
o インボイス 
o パッケージングリスト 
o 納品書 
o 保険証書(被保険者のみ) 
o 船荷証券/航空貨物運送状 
o 信用状（使用する場合） 
o 海上輸送または航空輸送（該当する場合） 
o 税関様式 No. 

 
 
 
42 
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGE
NAI%20IMPORT)%202017.pdf 
43Customs Tariff (Import Prohibition) Order 2017 "Third Schedule Part I" 
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%20201
7.pdf  
44 http://fsis2.moh.gov.my/fosimv2/HOM/frmHOMPage.aspx 
45 
http://fsis2.moh.gov.my/UploadFosim/REFERENCE/120210102310R12FOSIMv2_UM_COMPREG_v1.0.pdf 
46 http://fsis2.moh.gov.my/UploadFosim/REFERENCE/120210102312R1FOSIMv2_UM_SMK_v1.0.pdf 

http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://fsis2.moh.gov.my/fosimv2/HOM/frmHOMPage.aspx
http://fsis2.moh.gov.my/fosimv2/HOM/frmHOMPage.aspx
http://fsis2.moh.gov.my/UploadFosim/REFERENCE/120210102310R12FOSIMv2_UM_COMPREG_v1.0.pdf
http://fsis2.moh.gov.my/UploadFosim/REFERENCE/120210102312R1FOSIMv2_UM_SMK_v1.0.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://www.customs.gov.my/en/pg/Customs%20Order/PERINTAH%20KASTAM%20(LARANGAN%20MENGENAI%20IMPORT)%202017.pdf
http://fsis2.moh.gov.my/fosimv2/HOM/frmHOMPage.aspx
http://fsis2.moh.gov.my/UploadFosim/REFERENCE/120210102310R12FOSIMv2_UM_COMPREG_v1.0.pdf
http://fsis2.moh.gov.my/UploadFosim/REFERENCE/120210102312R1FOSIMv2_UM_SMK_v1.0.pdf
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ステップ 登録手順 
o その他の関連書類（フォワダーのアドバイスに従う。） 

ステップ 4 

このステップは、MAQIS と MOH の職員による輸入食品の検査に関するものである。食品サンプルは
「Hold, Test and Release」手順で実験室分析のために採取される（食品の状態により実験室
費用が発生する）。 HTR 審査レベルは、輸入時に食品を入手し、実験室分析のためにサンプルを
採取し、分析の結果、その食品が食品 1983 に適合していることを示すレベルと定義される。 HTR
審査レベルを付与された輸入食品の分析費用は輸入業者の負担となる。HTR ガイドライン及び分
析料金の詳細については、参考セクションの食品（食品分析サービス料金）規則 2016 関連の
表３をご参照されたい。 

ステップ 5 
商品が適合していることが確認されると、税関によって承認される。輸入業者は、輸入税および/また
は関税（ある場合）を支払い、輸入品を国内に持ち込む手続きをしなければならない。 

出典: 保健省 
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3.3 ハラール認証 

ハラールとは、「シャリア法（イスラム法）に従って許可されたもの」という意味で、ムスリムは商品やサービスを消費す

る際にハラール基準に従うことが決められている。マレーシアは人口の 60％以上がイスラム教徒である。  

マレーシアでは、生鮮野菜・果物に対するハラール認証の申請は義務付けられていない。マレーシア（国内）ハラ

ール認証手順書 2020 年版 47 の Section II (No. 6) によると、加工、修正、パッケージング、ラベル付けされ

ていない天然産品には、生鮮魚介類、生鮮野菜、生鮮卵など、加工・変更・包装・表示されていない天然物は、

ハラール認証の申請資格はない。48 

マレーシアで唯一ハラール認証を発行する政府機関である JAKIM（マレーシア・イスラム開発省）に問い合わせた

ところ、果物を使った加工食品のハラール要求は任意であり、ハラール認証を申請する必要があるのは肉製品だけ

であるとの回答であった。 

海外の製造業者は、ハラール認証を取得することができる。 日本国内で認定された外国ハラール認証機関 49 か

らハラール認証を受け、以下のように所定の基準を遵守することが必要である。 

• マレーシア・ハラールマネジメントシステム（MHMS）2020 年版 50 

• マレーシア（国内）ハラール認証手順書 2020 年版 51 

• MS 1500: 2019 Halal Food- General Requirements (Third Revision) 52（全文は同サイト

より購入可能である。） 

 

日本における外国ハラール認証機関リストには、ムスリム・プロフェッショナル・ジャパン協会（MPJA） 、日本アジア

ハラール協会（NAHA）、日本ムスリム協会、日本ハラール協会（JHA）、日本ハラールユニット協会（Japan 

 
 
 
47 https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf 
48マレーシア（国内）ハラール認証手順書 2020「セクションⅡ（No.6）」 
https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf 
49 https://www.halal.gov.my/v4/index.php?data=bW9kdWxlcy9jZXJ0aWZ5X2JvZHk7Ozs7&utama=CB_LIST 
50 https://smarthalal.com.my/MHMS_2020.pdf 
51 https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf 
52 https://mysol.jsm.gov.my/preview-
file/eyJpdiI6IlliWFIzQWtoeFYxaUdROUtON3o1M3c9PSIsInZhbHVlIjoibFB3NTgyZ3dPdUgvcSthSm1jTUY5UT
09IiwibWFjIjoiZDkyNTg1MTU1YzYwNTY2MWIwNzEzZTk1Y2NhMDM3MDIzNjcyMzg5NjBlNzJiM2UxMzNiZG
U4NWIxMDg4ZjA2NyJ9 

https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf
https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf
https://www.halal.gov.my/v4/index.php?data=bW9kdWxlcy9jZXJ0aWZ5X2JvZHk7Ozs7&utama=CB_LIST
https://smarthalal.com.my/MHMS_2020.pdf
https://smarthalal.com.my/MHMS_2020.pdf
https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf
https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6IlliWFIzQWtoeFYxaUdROUtON3o1M3c9PSIsInZhbHVlIjoibFB3NTgyZ3dPdUgvcSthSm1jTUY5UT09IiwibWFjIjoiZDkyNTg1MTU1YzYwNTY2MWIwNzEzZTk1Y2NhMDM3MDIzNjcyMzg5NjBlNzJiM2UxMzNiZGU4NWIxMDg4ZjA2NyJ9
https://mpja.jp/en/flow/
https://web.nipponasia-halal.org/
https://jhalal.com/en/
https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf
https://www.halal.gov.my/v4/index.php?data=bW9kdWxlcy9jZXJ0aWZ5X2JvZHk7Ozs7&utama=CB_LIST
https://smarthalal.com.my/MHMS_2020.pdf
https://smarthalal.com.my/MPPHM_Domestik_2020.pdf
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6IlliWFIzQWtoeFYxaUdROUtON3o1M3c9PSIsInZhbHVlIjoibFB3NTgyZ3dPdUgvcSthSm1jTUY5UT09IiwibWFjIjoiZDkyNTg1MTU1YzYwNTY2MWIwNzEzZTk1Y2NhMDM3MDIzNjcyMzg5NjBlNzJiM2UxMzNiZGU4NWIxMDg4ZjA2NyJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6IlliWFIzQWtoeFYxaUdROUtON3o1M3c9PSIsInZhbHVlIjoibFB3NTgyZ3dPdUgvcSthSm1jTUY5UT09IiwibWFjIjoiZDkyNTg1MTU1YzYwNTY2MWIwNzEzZTk1Y2NhMDM3MDIzNjcyMzg5NjBlNzJiM2UxMzNiZGU4NWIxMDg4ZjA2NyJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6IlliWFIzQWtoeFYxaUdROUtON3o1M3c9PSIsInZhbHVlIjoibFB3NTgyZ3dPdUgvcSthSm1jTUY5UT09IiwibWFjIjoiZDkyNTg1MTU1YzYwNTY2MWIwNzEzZTk1Y2NhMDM3MDIzNjcyMzg5NjBlNzJiM2UxMzNiZGU4NWIxMDg4ZjA2NyJ9
https://mysol.jsm.gov.my/preview-file/eyJpdiI6IlliWFIzQWtoeFYxaUdROUtON3o1M3c9PSIsInZhbHVlIjoibFB3NTgyZ3dPdUgvcSthSm1jTUY5UT09IiwibWFjIjoiZDkyNTg1MTU1YzYwNTY2MWIwNzEzZTk1Y2NhMDM3MDIzNjcyMzg5NjBlNzJiM2UxMzNiZGU4NWIxMDg4ZjA2NyJ9
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Halal Unit Association：JHUA）、日本イスラム協会、ジャパン・ハラール・ファンデーション (JHF)が掲載され

ている。 

ハラール認証費用や更新費用に関しては、工場数、製品数、使用する原材料数などで個別見積としている認証

機関が殆どである。更新頻度も認証機関によって異なるが、1 年更新としている認証機関が多い。 

イスラム教徒の一部にとっては、肉やアルコールに由来する成分を含まない、果物を使った加工食品はハラール、あ

るいはムスリムフレンドリーな食品とみなされると考えられる。また、消費するために製品を購入する前に、ハラール認

証を確認したいと考える人もいる。  

マレーシアの小売店では、ハラール加工食品と非ハラール加工食品は通常、隔離されたコーナーに陳列されている。

ハラール認証を受けた加工食品は通常、メインの棚に置かれ、より広く宣伝されている。  

フルーツ系の加工食品であっても、アルコールや豚肉などの禁止食材が含まれている場合は、明確にそれを表示す

る必要があり、ノンハラールコーナーに配置される。 

ただし、フルーツ系の加工食品は、ハラール認証を取得していなくても、禁止されている成分を含んでいなければ、ハ

ラールコーナーに入れることができる場合がほとんどである。  

フルーツ系の加工食品は、ハラール認証の有無で価格が決まるわけではなく、味、品質、ブランド、需要の強さなど

様々な要素が考慮されて価格が決定される。 

加工食品の輸出業者には、イスラム教徒が大多数を占める同国の市場に参入するために、ハラール認証の取得が

奨励される。  

ハラール認証の取得のためには、下記の必要書類と関連証明書を添付の上、JAKIM のハラールポータル 53に申

請されたい。 

表： ハラール認証に必要な申請者の主な情報 

企業情報 

会社 / 企業登録 

認証対象となる製品・メニューの名称と内容 

 
 
 
53 https://www.halal.gov.my/v4/index.php?data=bW9kdWxlcy9zeXNfZWhhbGFsOzs7Ow== 

https://www.facebook.com/japanhalalunitassociation
https://japanhalal.or.jp/
https://www.halal.gov.my/v4/index.php?data=bW9kdWxlcy9zeXNfZWhhbGFsOzs7Ow==
https://www.halal.gov.my/v4/index.php?data=bW9kdWxlcy9zeXNfZWhhbGFsOzs7Ow
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使用材料 

原材料の製造者／供給者の名称と所在地 

ハラール認証のある原材料のハラール状況、または重要な原材料の製品仕様
（該当する場合） 

包装材の種類 

製造工程と手順 

その他、HACCP（危害分析重要管理点）、GMP（適正製造規範）、
GHP（衛生規範）、TQM（総合品質管理）、ISO（国際標準化機
構）などがある。 

事務所・工場所在地図 

出典: JAKIM 

海外ハラール認証機関（FHCB）と JAKIM は、製品の製造工程を確認するために、現地での前提条件検査を

実施する。申請者は、ハラール確認書ファイルを作成し、現地調査時の関係書類を保管する必要がある。 

図: JAKIM による加工食品のハラール認証（左）と日本の海外ハラール認証機関（FHCB）によるハラール認証（右） 

 

出典：JAKIM、日本ムスリムプロフェッショナル協会（MPJA） 
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3.4 適正農業規範(GAP)  

マレーシア適正農業規範（MyGAP）は、地元農家が高品質の商品を生産し、海外市場へ販売できるようにす

るために実施されている。MyGAP 認証は、マレーシア規格 MS 1784: 2005-作物商品-適正農業規範（GAP）

に基づいている。  

アジアのいくつかの国では、ベトナム（VietGAP）、タイ（ThaiGAP）、MAFRA Korea GAP、中国 GAP

（ChinaGAP）など、グローバル GAP に基づいた各国独自版の適正農業規範（GAP）を策定している。 

図: アジアにおける GAP（Global Agricultural Practices）認証の状況 

 

出典：ドラゴンフルーツ・ネットワーク 

アジア新興国の小規模生産者にとって、施設・設備・技術への投資や、認証・認定のための費用は、依然として

GAP 基準導入の障壁となっている。特に欧州連合（EU）の輸出市場にアクセスしたいという欲求が認証取得の

原動力となっている。 

マレーシア市場について、外国の青果物生産者・輸出事業者がマレーシアで製品を販売する場合、GAP は強制

的な要件ではない。市場調査によると、外国の輸出業者が適正農業規範（GAP）認証を強調している例がいく

つかある。これは他の国の輸出のために GAP 認証取得をしたので訴求しているものと想定される。しかし、そのよう

な基準への準拠はマレーシアにおける最終消費者、小売業者、流通業者の観点から重要な販売促進要因には

なっていない。  

加工食品製造における GMP と HACCPについて 

マレーシアにおける食品の製造、輸入、販売において、GMP（Good Manufacturing Practice）および

HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Points）は義務づけられていない。地元企業や外国企
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業は、GMP や HACCP の要件に従うことで自主的に追加認証を取得し、自社製品が食品安全の要件や消費者

のニーズを満たしていることを証明することはできる。 

GMP 申請者は、マレーシア規格 MS1514 を遵守する必要がある。GMP 認証スキームのガイドラインは、食品安

全品質部のウェブサイト 54  から入手可能である。 

HACCP 申請者は、マレーシア規格 1480:2007、マレーシア規格 MS 1514:2009、マレーシア規格 MS 

1480:2019 を遵守する必要がある。HACCP 認証制度のガイドラインは、食品安全品質課のウェブサイト 55から入手

可能である。 

3.5 外国からの流通貿易サービス業への参入規制 

マレーシア国内貿易消費者省(MDTCA)による外国参入規制 

マレーシア国内貿易消費者省(MDTCA)は、2020 年に公表した「流通取引サービスにおける外国企業の参入に

関するガイドライン」56 にもとづきマレーシアにおける果物や野菜を含む食品の販売における外国人参入の制限を

課し、すべての海外関連の流通貿易企業（卸売業者、小売業者、フランチャイズ事業者、直販業者、供給業者）

は、以下の規則を遵守する必要がある。さらに個別の業態ごとに特別要件も課されている。 

a. ブミプテラ人（マレー人、ジャワ人、ブギス人，ボヤン人ほか、少数派の先住民族を含む民族総称）また

はマレー人の取締役を任命すること 

b. 特に管理職以上では、すべてのレベルで現地（マレーシア）人を採用すること 

c. 低技能外国人労働者は全体の 15％に過ぎないこと 

d. 現地のサプライヤーが商品を販売するための透明性の高い標準業務手順を開発し、提供すること 

e. ブミプテラ（マレー系）の流通業への参入を促進すること 

f. 大型店舗で働く障がい者を全従業員の 1％以上雇用すること  

 
 
 
54  http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=210 
55 http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=208 
56 https://www.kpdnhep.gov.my/images/FINAL_GP_2020.pdf 

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=210
https://www.kpdnhep.gov.my/images/FINAL_GP_2020.pdf
https://www.kpdnhep.gov.my/images/FINAL_GP_2020.pdf
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=210
http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=208
https://www.kpdnhep.gov.my/images/FINAL_GP_2020.pdf
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g. 商品の輸出入において、地元の空港や港の利用を増やすこと  

h. マレーシアで利用可能な現地の専門的なサービスの利用を促進すること 

i. 監査済みの年次財務報告書を国内貿易消費者省(MDTCA)に提出すること 

j. マレーシア政府による持続可能な開発目標の下で提供される持続可能な開発のためのイニシアチブとアジ

ェンダを支援すること、および  

k. 現地当局のすべての条例および規制を遵守すること 

外国資本を有するすべての流通業は、2016 年会社法に基づいて現地で法人化する必要がある。払込資本金と

準備金を含む最低資本要件は、以下のような設立の種類によって異なる。 

• ハイパーマーケット：MYR50 百万 

• デパート：MYR20 百万 

• スーパーストア：MYR 25 百万 

• スペシャリティストア：MYR 1 百万 

新規設立および WRT ライセンスの申請は、国内貿易消費者省(MDTCA)の Web サイト 57にて受け付けてい

る。  

クアラルンプール市役所（DBKL）による外国参入規制 

クアラルンプール市役所（DBKL）は、市内の商業活動を規制している。2020 年 7 月以降、DBKL は外国人

がハイパーマーケット、スーパーマーケット、レストラン・カフェ、フードキオスク、ミニマート、24 時間営業のコンビニエンス

ストアなど 20 種類の業種の新規免許を付与することを停止している。この規制は、外国人が経営する多くの違法

な事業所を抑制するために導入された。 

 
 
 
57  https://www.kpdnhep.gov.my/en/public/download-forms/category/borang-j-permohonan-
perdagangan-pengedaran-borong-runcit-wrt 
 

https://www.kpdnhep.gov.my/en/public/download-forms/category/borang-j-permohonan-perdagangan-pengedaran-borong-runcit-wrt
https://www.kpdnhep.gov.my/en/public/download-forms/category/borang-j-permohonan-perdagangan-pengedaran-borong-runcit-wrt
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DBKL による免許には、敷地免許と事業免許の 2 種類があり、トレード・ビジネス・産業（Licensing of Trades, 

Businesses and Industries）免許（クアラルンプール連邦直轄領）By-laws 2016 (UUK20)と屋台・食

品流通（Licensing of Hawkers and Food Placement）免許 (クアラルンプール連邦直轄領) By-laws 

2016 (UUK22) である。DBKL の詳細については、同市の Web サイトを参照されたい。58 

 

 

  

 
 
 
58 https://www.dbkl.gov.my/ 

https://www.dbkl.gov.my/
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参考 

1985年食品規則 Part Vの規則 19～26条 59に記載されている食品添加物に関する要求事項の詳細 

表１ :1985 年食品規制第 V 部の仕様 

規則条文 規定内容 

規制 19 条：食品

添加物 

(1) 食品添加物とは、食品の保存品質、食感、一貫性、外観、臭気、味、アルカリ性、もしくは酸性度に影響を与

えるため、または食品の製造、加工、準備、処理、包装、運搬、もしくは保存においてその他の技術的機能を果たす

ために、意図的に少量ずつ食品の中または上に導入する物質を指す。製造、加工、準備、処理、包装、梱包、輸

送、保管において、直接的または間接的に、物質またはその副産物が食品の成分となる、または食品の特性に影響

を与えるという結果をもたらす、またはそうなることが合理的に予想されるもので、保存料、着色料、香料、風味増強

剤、抗酸化剤、食品調整剤を含むが、栄養補助食品、付随的成分、塩分は含まないものとする。 

 

(2) 何人も、(a)許可された食品添加物以外の食品添加物を輸入、製造、販売のための広告、販売、または食品

に導入してはならない (b) (i) 本規則に定める基準に適合しない許可された食品添加物。(c) 保健省保健局長

（Timbalan Pengarah Kesihatan (Kesihatan Awam) ）が文書で承認した食品添加物以 外の食品添加

物。 

(3) (2)にかかわらず、食品への食品添加物の添加は、本規則で許可される場合、コーデックス規格で許可される場

合、 または局長の書面による事前承認がある場合を除き、禁止される。本規則において、基準が規定されている食

品の組成における「その他の食品」の添加または使用に関する言及は、食品添加物の使用を許可するものと解釈し

てはならない。 

 

(4) 何人も、食品の損傷又は品質の劣悪さを隠すような方法で、食品に食品添加物を混入し又は付着させてはな

らない。  

 

(5) 389(5)を除く本規則のいかなる規定にもかかわらず、食品添加物は、以下の場合に食品に含まれることができ

る： (a) 当該添加物が、食品の製造に用いられるあらゆる成分中に存在することが本規則で認められ、 (b) 当該

成分中の当該添加物の割合が、当該成分について本規則で認められる最大割合を超えず、 (c) 最終製品中の添

加物の合計割合が、当該製品について本規則で認められる最大割合を超えていない場合。(d) 当該添加物がキャ

リーオーバーされた食品は、当該食品が適切な技術的条件の下、健全な製造慣行に 従って製造された場合よりも

多量の当該添加物を含んでおらず、かつ (e) キャリーオーバーされた添加物は、当該添加物がそれ自体として効率

的に技術的機能を果たす ために通常求められる量よりも著しく低い量で食品中に存在すること。 

 

 
 
 
59 1985 年食品規制 "Part V"  http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72  
 

http://fsq.moh.gov.my/v6/xs/page.php?id=72
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規則条文 規定内容 

(6) 輸入、製造、販売のために広告又は販売される食品添加物を含む包装のラベルには、 (a) 「（食品添加物の

化学名を記載する）許可を受けて（食品添加物の種類を記載する）、ただし着色料又は香料の場合、化学名に

代えて当該食品添加物の一般名又は適切な名称を記載すれば十分」という言葉、及び (b) その使用方法を示す

文章を記載しなければならない。  

規制 19 条 A：加
工助剤物質 

(1) この規則において「加工助剤」とは、原料、食品又は原材料の加工において、処理又は加工に関する技術的目

的を果たすために使用されるが、最終食品において技術的機能を果たさず、最終食品に残留することが避けられない

物質をいう。 

 

(2) 加工助剤として使用する物質は、「加工助剤として使用する物質に関する指針（CAC/GL 75）」に準拠する

こと。 

規制 20 条：防腐
剤 

(1) 本規則において、「保存料」とは、食品に添加された場合、当該食品の腐敗、発酵、酸性化の過程を阻害、遅

延、もしくは停止させ、または純化の証拠を覆い隠すことができる物質をいうが、ハーブ、スパイス、酢、木の煙は含ま

ないものとする。  

 

(2) 別表第 1 の（2）～（4）項の見出しに定める物質及び別表第 2 の（2）項の見出しに定める物質は、本

規則の意味及び目的において、許可された防腐剤とする。  

 

(3) (2)にかかわらず、食品への防腐剤の添加は、本規則で許可された場合を除き、禁止されている。  

 

(4) (a) 第六次別表第一の(2)から(4)欄の見出しに掲げる防腐剤は、その(1)欄に定める食品に、その防腐剤に

該当する欄でそれらの食品の反対側に定める最大許容割合を超えない割合で添加できる。 (b) 第六次別表第二

の(2)欄に定める防腐剤を同表第一欄に定める食品に添加することができる。 

 

ただし、本規則により複数の防腐剤の使用が許可される場合、それぞれの使用量は、単独で許可される量の割合と

して表したときに、複数の割合の合計が 100 を超えないものでなければならない。 

 

(5) 食品調理物が成分として別表第六に定める食品を含む場合において、当該食品調理物において許可される保

存料の量は、別表第六に定める当該成分について許可される量の百分率で表したとき、当該食品調理物に含まれ

る当該成分の百分率を超えないものでなければならない。 

 

(6) 第 11 項(1)(g)にかかわらず、亜硫酸塩又は二酸化硫黄を添加し、許可された保存料としての亜硫酸塩又は

二酸化硫黄の量が 10 mg/kg を超える場合には、ラベルに「二酸化硫黄を含む」と記載すること。 

規制 20 条 A:抗菌
剤 

(1) 本規則において、「抗菌剤」とは、微生物の増殖およびその後の腐敗を防止することにより食品を保存するために

使用される物質で、殺菌剤、かび防止剤、ロープ防止剤を含み、または高分子食品接触面を殺菌するために使用さ

れるものをいう。 

 

(2) 別表第六（A）号の（2）欄の見出しに定める物質は、本規則の意味及び目的において、許可された抗菌剤

とする。 
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規則条文 規定内容 

(3) (2)にかかわらず、食品への抗菌剤の添加は、本規則で許可された場合を除き、禁止されている。 

 

(4) 本規則により別途許可される場合、別表第六（A）表の（2）欄の見出しに記載された抗菌剤は、（1）欄

の食品に、当該抗菌剤の欄に記載された当該食品の最大許容比率を超えない割合で添加することができる。 

 

(5) ナイシンは、Clostridium botulinum の芽胞を破壊するために十分に加熱処理されたチーズおよび缶詰の保

存に使用することができる。 

規制 21 条：着色
物質 

(1) 本規定において、「着色料」とは、食品に添加することにより、その食品に色を付けることができる物質 をいい、着

色料製剤を含む。 

 

(2) 別表第 1 および別表第 2 に定める物質は、本規則の意味および目的において、許可された着色物質とする。  

 

(3) (2)の規定にかかわらず、本規則で認められている場合を除き、食品への着色料の添加は禁止されている。  

 

(3A) 本規定において、(a)「着色調剤」とは、1 種類以上の許容着色物質と許容希釈剤を混和して調製した製品

を意味し、 (b) 「希釈剤」とは、それ自体が着色物質ではなく、食品の着色における混合物の使用を容易にするため

に意図的に混和した着色調剤の構成物を意味する。 

 

(3B) 着色料は、許可された着色料を 4%以上含まなければならない。液体状の着色料は、400mg/kg を超えな

い割合で、許可された保存料として安息香酸、および許可された食品調整剤として酸味料 を含むことができる。  

 

(3C） 許容される希釈剤は、別表第Ⅲに定める物質のみとする。 

 

(4) 輸入され、製造され、販売のために広告され、又は販売され、若しくは食品の着色に使用されることを意図する

着色料を含むすべての包装には、規則 19（6）の要件に加え、次の事項を表示するものとする： (a) 合成色素

又は合成色素を含む着色調剤の場合、第 7 次スケジュールの表 I の第 3 欄に当該着色料に関して規定されるカラ

ーインデックス番号 (b) 調剤の場合、一般名及び調剤中の着色料の総割合を表示。 

 

(5) 本規則は、魚、肉、チーズ、卵、野菜、果物又はナッツの販売において、識別又は格付けの目的で、生の又は

原形の食品に、又は通常食べる食品の一部に施された標識が、 (a) その他の許可された食品添加物又は無害な

希釈剤とともに又はなしに、許可された着色料で構成されていることを禁止してはいない。(b) 背景とのコントラストが

強い (c) 塗布された元の表面のかなりの部分を覆っていない (d) 目立つほど食品の下層部に浸透していない。 

規制 22 条：香料
物質 

(1) 本規定において、「香料」とは、化学合成により形成された、または植物もしくは動物由来の材料から得られた、

香料の性質を持つ化学的に定義された物質を意味する。  

 

(2) 本規定において、「天然香料」とは、香料の成分の化学構造に不可避だが意図的でない変化をもたらす可能性

のある物理的プロセス、または植物もしくは動物由来の材料から酵素的もしくは微生物的プロセスによって得られる香

料をいい、合成香料または化学合成によって形成される香料は含まないものとします。  
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規則条文 規定内容 

(3) 認可される香料は、以下の通りである。(i) 食品技術者協会発行の Food Technology に含まれる米国フレ

ーバー・エキス製造者協会 （FEMA）発行の  Generally Recognised As Safe (GRAS) Flavoring 

Substances、または (ii) Flavourings, List of Codex Specifications for Food Additives (CAC/MISC 

6) (b) 天然香料の生の状態または乾燥、ロースト、発酵などの従来の調合プロセスによる加工後の物質。 

 

(4) (3)にかかわらず、本規則で許可された場合を除き、食品への香料の添加は禁止されている。  

 

(5) (3)にかかわらず、別表第 1 に定める香料を食品に添加することはできない。  

 

(6) 食品への天然香料の添加により生じる特定の天然毒物の最大許容割合は、別表第 8 の表 II に規定され て

いる。ただし、複数の天然毒物が存在する場合、それぞれの量は、単独で許容される量に対するパーセンテージで表

したときに、複数のパーセンテージの合計が 100 を超えないものでなければならない。  

 

(7) 許容される香料の調製には、許容される保存料、許容される酸化防止剤及び許容される食品調整剤 を含む

ことができる。 

規制 23 条：フレー
バーエンハンサー（風
味増強剤） 

(1) 本規則において、「風味増強剤」とは、食品に添加することにより、その食品の風味を増強または改善することが

可能な物質をいう。  

 

(2) 別表第九に定める物質は、本規則の意味及び目的において、許可された風味増強剤とする。  

 

(3) (2)にかかわらず、本規則で許可されている場合を除き、食品への風味増強剤の添加は禁止されている。  

 

(4) 第 11 項(1)(g)にかかわらず、許可された風味増強剤が食品に添加されている場合、当該食品を含む包装の

ラベルに「許可された風味増強剤として（風味増強剤の化学名を記載）含有」と記載されること。 

規制 24 条：酸化
防止剤 

(1) この規則において「酸化防止剤」とは、食品に添加された場合に、食品における腐敗その他の酸化による劣化の

発生を遅延させ、または遅らせることができる物質をいう。  

 

(2) 別表第 10 の(2)から(11)までの見出しに定める物質は、本規則の意味及び目的において、許可された酸化

防止剤とする。  

 

(3) (2)にかかわらず、本規則で許可された場合を除き、食品への酸化防止剤の添加は禁止されている。  

 

(4) この規則により許可される場合、別表第十の（2）〜（11）欄の見出しに記載された酸化防止剤は、その

（1）欄で指定された食品に、その酸化防止剤に該当するその欄でそれらの食品に対して指定された最大許容割

合を超えない割合で添加されることができる。ただし、本規則により複数の酸化防止剤の使用が許可される場合、そ

れぞれの量は、単独で許可される量に対する割合で表したときに、複数の割合の合計が 100 を超えないものでなけ

ればならない。  
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規則条文 規定内容 

(5) 食品調理物が第十表に定める食品を成分として含む場合、当該食品調理物において許容される酸化防止剤

の量は、第十表に定める当該成分の許容量に対する割合として表したとき、当該食品調理物に含まれる当該成分

の割合を超えないものでなければならない。 

規制 25 条:フードコ
ンディショナー（食品
調整材剤） 

(1) この規則において「食品調整剤」とは、目的とする食品を得るために技術的な目的で食品に添加される物質をい

い、乳化剤、消泡剤、安定剤、増粘剤、加工デンプン、ゲル化剤、酸味料、酵素、溶剤、光沢剤、抗凝固剤などを

含むが、保存料、着色料、香料、風味改良剤および抗酸化剤は含まないものとする。 

 

(2) 別表第 11 の表 1 及び表 2 の（2）欄に定める物質を、この規則の意義及び目的上、許可された食品調整

剤とする。  

 

(3) (2)の規定にかかわらず、本規則で許可された場合を除き、食品に食品調整剤を添加することは禁止されてい

る。 

 

(4) (3)にかかわらず、食品への食品調整剤の添加が本規則で認められている場合、当該食品には、第 11 次別表

第 I 表に定める食品調整剤のみを添加することができる。ただし、別表第 2 の（2）欄に規定する食品調整剤は、

同表の（1）欄の反対側に規定する食品に添加することができる。  

 

(5) ポリデキストロースを添加した食品がある場合、当該食品を含む包装のラベルに「敏感な人は、ポリデキストロース

を含む食品の過剰摂取により下剤効果を感じることがあります。 

 

(6) 第 11 項(1)(g)にかかわらず、許可された食品調整剤が食品に添加されている場合、当該食品を含む包装の

ラベルに「許可された食品調整剤として（食品調整剤の分類名を記載）含有」と記載すること。 

規制 26 条: 添加
栄養素(添加物) 

(1) この規則において「添加物」とは、ミネラル、ビタミン、アミノ酸、脂肪酸、ヌクレオチド、その他の食品成分で、食品

に単独または組み合わせて添加することにより、その食品の栄養価を向上させるものをいう。  

 

(2) 別表第十二に定める添加栄養剤又はあらかじめ所長の書面による承認を受けた添加栄養剤は、この規則の意

義及び目的上、許可された添加栄養剤とする。 

 

(3) 本規則に別段の定めがある場合を除き、許可された添加栄養剤を食品に添加することができる。  

 

(3A) エピガロカテキンガレート（EGCG）を含む食品の包装のラベルに「妊娠中及び授乳中の母には推奨されませ

ん」と記載すること。 

 

(4) 何人も、許可された添加物以外の添加物栄養剤を添加した食品を販売してはならない。  

 

(5) 何人も、許可された添加物以外の添加物栄養剤を食品に使用するのに適しているものとして輸入し、製造し、

又は販売のために広告してはならない。  
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規則条文 規定内容 

(6) アミノ酸、脂肪酸、ヌクレオチドその他の食品成分が添加された食品を含む包装には、(a)当該食品に添加され

たアミノ酸、脂肪酸、ヌクレオチドその他の食品成分の場合による名称及び(b)当該食品の一定量中に含まれる当

該アミノ酸、脂肪酸、ヌクレオチドその他の食品成分の場合による量を表示するものとする。 

 

(7) 食品を含む包装のラベルには、当該食品が濃縮、強化、ビタミン強化、補充又は強化されている旨の表示をし、

又は同じ意味を伝える可能性のある文言を記載してはならない。ただし、別表第二の（1）欄に定める食品の量に

ついての言及が、別表第一に定める添加栄養源から得られる、場合により同欄の（2）から（17）に定めるビタミン

又はミネラル量より少なくない量を示している場合は、この限りでない。 

 

(8) (7)にかかわらず、アミノ酸又は脂肪酸又はその両方が添加された食品の包装のラベルには、当該食品がアミノ

酸又は脂肪酸又はその両方を強化又は補充している旨の表示をすることができ、当該表示をする場合には、以下の

形式又は同様の意味を有する他の言葉で表現しなければならない。「この食品は、（アミノ酸、脂肪酸又はその両

方のいずれかを記載する）（ミリグラム単位で量を記載する）を（前述のように品質を記載する）である。  

 

(9) (7)に規定する品質を有すると主張する場合、当該食品を含む包装のラベルに、「この食品は、（(7)に規定す

る品質を主張する）（ビタミン若しくはミネラル又はその両方及びその量を第十二表第二で表される単位で記載）」

その他同様の意味の言葉を記載すること。  

 

(10） 食品は、ビタミン及びミネラルを、別表第三に定める量を超えて含んではならない。 

 

(11) ビタミン K を含有する乳児用調製粉乳、フォローアップミルク及び調製粉乳以外の食品の包装のラベルに、「ビ

タミン K を含有、ワーファリンを服用している人は、本品を摂取する前に医師の助言を得てください」と記載すること。 

規制 26 条 A：プロ
バイオティクス培養液 

(1) 本規則において、「プロバイオティクス培養物」とは、適切な数を投与された場合に宿主に健康上の利益を与える

生きた微生物を意味する。  

 

(2) 別表第十二に定める培養物又は局長の事前の書面による承認を得た培養物は、本規則の意味及び目的にお

いて、プロバイオティクス培養物とする。  

 

(3) 本規則に別段の定めがある場合を除き、許可されたプロバイオティクス培養物を食品に添加することができる。  

 

(4) 添加されたプロバイオティクス培養物は、当該食品の保存期間中、生菌数が 106 cfu/ml または cfu/g を下

回ってはならないこと。  

 

(5) プロバイオティクス培養物は、伝達性抗生物質耐性遺伝子を含有していないこと。  

 

(6) プロバイオティクス培養物が添加された食品の包装のラベルには、次の事項を記載しなければならない。 (a) 「プ

ロバイオティクスの含有量（記載量）」の文字 (b) プロバイオティクス培養物の属、種及び株の特定 (c) 包装開封

前及び開封後の保存の指示。 
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規則条文 規定内容 

(7) (6)の規定の適用上、プロバイオティック培養物の増殖及び維持に用いる培地が動物に由来する場合、当該食

品のラベルに「由来するプロバイオティクス培養物の増殖に使用される培地（当該動物の一般名）」の文字を用いて

当該動物の一般名を記載しなければならない。  

 

(8) プロバイオティクス培養物が添加された食品の包装のラベルに、「プロバイオティクスの培養液は、腸の機能を改善

するのに役立ちます」という言葉、または同様の意味を持つ他の言葉を記載することができる。 

出典：1985年食品規制 

食品規制と食品添加物の種類別添付文書 

許可された添加物の名称 食品規制条文番号 食品規則 

防腐剤 規則 20 条 第 6 スケジュール 

抗菌剤 規則 20 条 A 第 6 スケジュール（A） 

発色剤 規則 21 条 第７スケジュール 

フレーバーエンハンサー（風味増強

剤） 
規則 23 条 第９スケジュール 

酸化防止剤 規則 24 条 第 10 スケジュール 

フードコンディショナー（食品調整

剤） 
規則 25 条 第 11 スケジュール 

添加栄養素  規則 26 条 第 12 スケジュール 

プロバイオティクスの培養 規則 26 条 A 第 12 スケジュール A 
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表２ 食品包装基準の詳細 

1985 年食品規則 Part VIの基準 

条文番号 基準 

規則 27 条：有害

なパッケージの使用

禁止 

本規則に別段の定めがある場合を除き、何人も、販売用食品の調理、包装、保管、配送または

露出のために、有毒物質、有害物質または汚染物質をその内容物に生じさせ、もしくは生じさせる

可能性のある包装、器具、容器または食品を輸入、製造、販売のための広告または使用、もしく

は使用させることを許してはならない。  

規則 27 条 A：禁
止されている哺乳瓶
について 

(1) 何人も、ビスフェノール A（BPA）を含有する哺乳瓶を輸入し、製造し、又は販売のために広

告してはならない。  

 

(2) ビスフェノール A（BPA）を含まない哺乳瓶又は哺乳瓶の包装には、「BPA フリー」の文字を

表示することができる。 

規則 28 条：陶磁
器 

(1) 本規則において「陶磁器」とは、ボーンチャイナ、磁器、ビトリファイドチャイナ、鉄製石器および 

石器で作られた、食器として使用される陶磁器の器具または包装で、食用に供する食品の調理、

包装、 保存、配送または露出に使用されまたは使用されることが意図されているものをいう。  

 

(2) 本規定において、(a)「磁器」または(b)「ボーンチャイナと同等」とは、吸水率が 0.4 パーセント

以下で、数ミリの厚さの半透明な焼成白体を有する石器以外の陶磁器をいう。(c)「ガラス化陶

磁器」または一般に「ガラス質陶磁器」「ファインチャイナ」と呼ばれるものは、白色、不透明または半

透明のガラス化陶磁器で、0.4 パーセント以下の吸水率を有するものをいう。 (d)「土器」は、ガラ

ス化または非ガラス化または装飾された非ビトレウス、多孔性および不透明の陶器白器で、必須

成分として粘土を含み、色が変化し、3 パーセント以上 7 パーセント以下の吸水率を有するものを

いう。(e) 「ストーンウェア」とは、釉薬または無釉薬または装飾を施したガラス質または半ガラス質の

セラミック白 質陶器で、粘土を主成分として含み、色が変化し、吸水率が 3.0%以下であるもの

をいう。(f)「フラットウェア」とは、最下点から溢れた部分を通る水平面までの内部深さが 25 ミリメー

トル以下の陶磁器を意味する。(g) 「中空容器」とは、最も低い位置から溢れた部分を通る水平

面までの深さが 25 ミリメートルを超える陶器製の容器 をいう。中空容器は、その容量により、以下

のように大小に分類される。(i)大型中空容器：容量が 1.1 リットル以上のもの。(小物入れ：容

量が 1.1 リットル未満のもの。 

 

(3) カテゴリ―A ：磁器、ボーンチャイナ、ファインチャイナ、ビトリファイドチャイナ、その他吸水率が 

0.4％以下の陶器製品。(b) カテゴリ―B：土器および石器。  

 

(４)何人も、食品の調理、包装、保管、配送又は露出に使用することを意図した陶磁器を輸

入、製造、販売のために宣伝又は販売してはならない。ただし、その陶磁器をマレーシア規格 MS 

ISO 6486-1「食品と接触する陶磁器、ガラス陶器及びガラス食器-鉛及びカドミウムの放出-パ
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条文番号 基準 

ート 1：試験方法」に従って試験し、その陶磁器から放出された鉛及びカドミウム量が別表第 13

で定める最大許容割合を超えていない場合は、その限りでない。  

 

(5) 陶磁器は、別表第 13 の表 II に定める仕様にも適合すること。  

 

(6) 陶磁器を輸入し、製造し、販売のために広告し又は販売する者は、各陶磁器に次の情報を

明確かつ恒久的に表示することを確保しなければならない。 (a) 名称、商標又は製造者若しくは

供給者を識別するその他の手段 (b) 製品の原産国名 (c) 次のいずれかの分類(i) ボーンチャイ

ナ (ii) 磁器 (iii) ビトリファイドチャイナ (iv) 土器 (v) 炻器 (vi) テラコッタを含むその他の陶器の

分類 (d) 「食品接触用」の文字、又は第十三表第三に定める記号。 

 

(7) (6)の規定の適用上、当該情報は見やすく目立つように表示されるものとし、 (a) マレーシア

で準備、製造又は包装された陶磁器の場合はマレー語で、 (b) 輸入陶磁器の場合はマレー語

又は英語で、いずれの場合も他の言語による翻訳を含むことができる。 

規則 29 条: 塩化ビ
ニルモノマーを過剰に
含むポリ塩化ビニル製
パッケージの使用禁
止 

何人も、1mg/kg を超える塩化ビニルモノマーを含むポリ塩化ビニル製の硬質または半硬質のパッ

ケージ、器具、容器、または販売用食品の準備、包装、保管、配送、露出に、輸入、製造、販

売のための広告、使用をしてはならない。 

規制 30 条：ポリ塩
化ビニル容器包装食
品は、ビニルを過剰に
含んではならない。 
クロライドモノマー 

何人も、0.05mg/kg を超える塩化ビニルモノマーを含む場合、ポリ塩化ビニル製の硬質または半

硬質パッケージ、器具、容器に入った食品を輸入、調理、販売のために宣伝してはならない。 

規則 31 条: 非食
品用パッケージの使
用禁止 

何人も、食品の調理、包装、保管、配送、販売のための露出において、食品以外の製品に使用

されていた、または使用されることを意図していた包装、器具、容器、または容器を使用したり、使

用させたりしてはならない。 

規則 32 条：パッケ
ージの再利用の禁止 

(1) (2)に従い、何人も、調製、包装、保管、配送又は販売のための露出において、以下のもの

を使用してはならず、また使用させてはならない： (a) あらゆる砂糖、粉又はミールの、以前に何ら

かの目的で使用した袋 (b) あらゆる食用脂肪又は食用油の、以前に何らかの目的で使用した瓶

又は金属容器（食用脂肪及び食用油のサイロ及びタンカーを除く）。(c) 豚由来でない食品

で、豚由来製品のために使用することを目的とする、又は使用したことのある包装、器具、容器 

(d) （包装紙で包装されているものを除く食品で、以前に何らかの目的で使用したことのあるプラ

スチックびん (e) 酒類及びシャンディ以外の食品で、以前に酒類又はシャンディのために使用したこ

とのあるびん。 
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条文番号 基準 

(2) 20 リットル以上のポリカーボネート容器で、過去にナチュラルミネラルウォーターに使用されたも

のを、同じ用途に使用することができる。 

規制 33 条：類似
製品のリサイクル可能
なパッケージ 

(a)牛乳、清涼飲料水、アルコール飲料、シャンディなどの調製、包装、保管、配送、販売のため

の露出に、以前他の食品に使用されたガラス瓶を使用したり、使用させたりしてはならない。 (b)野

菜、魚、果物などの箱や木箱は、以前他の食品に使用されたことがある。 

規則 33 条 A：アル
コール飲料、シャンデ
ィ、野菜、果物用に
再利用できる他の食
品のパッケージ 

(1) これまで酒類に使用されていたガラス瓶は、シャンディに使用することができ、その逆も可能であ

る。  

 

(2) 野菜に使用されていた箱や木箱は、果物の準備、包装、保管に使用することができ、その逆

もまた可能である。 

規則 34 条：あらゆ
るパッケージの使用に
関する推定 

第 32 条及び第 33 条の適用上、食品の入った包装、器具、容器又は艦船に他の食品に属する

マーク又はラベルがある場合、当該包装、器具、容器又は艦船は、当該マーク又はラベルが示す

ようにその特定の食品に使用されたものと推定されるものとする。 

規則 35 条：破損し
たパッケージの使用禁
止 

(1) 何人も、破損した包装または容器に含まれる食品を輸入し、調理し、販売のために広告し、

または販売してはならない。  

 

(2) (1)の規定の適用上、「破損」とは、(a)包装又は容器の完全性、製品の健全性又はその両

方に影響を与える欠け又は歪み、(b)穿孔、腐食若しくは漏出又はこれらの組合せをいう。 

規則 36 条：おもち
ゃ、コインなどを食品
の中に入れてはなら
ない。 

(1) 販売用食品またはその包装に、おもちゃ、硬貨その他の物品を入れてはならない。  

 

(a) 消費されるべき食品の推奨量を測定するための物品（ただし、当該物品が無菌である場合

に限る） (b) 第 12 条（6）に掲げるラベル (c) 酸素吸収を目的とする還元鉄粉の小袋。  

規則 36 条 A：還
元鉄粉 

(１) 36 項(2)(c)に規定する還元鉄粉は、脱酸素剤が食品を汚染し、汚し、又は食品中に移

行しないような方法で小袋に封入されているものであること。  

 

(還元鉄粉の小袋が食品に直接接触する場合、小袋自体及びそのラベルは、食品を汚染し、汚

し、又は食品中に移行しない材料で構成されていなければならない。  

 

(２)還元鉄粉の小袋は、以下の 1 つ又は 2 つ以上を含むことができる。(i）塩化カルシウム；

（ii）水酸化カルシウム；（iii）活性炭；（iv）石膏；（v）酸化鉄；（vi）水酸化マグネ

シウム；（vii）ステアリン酸マグネシウム；（viii）パーライト；（ix）塩；（x）タルク；

（xi）水；（xii）ゼオライト。 

 

(３) 還元鉄粉の小袋には、「脱酸素剤」という語又はこれと同一若しくは類似の効果を有する語

を表示し、その後に「中身を食べてはならない」及び「鉄粉含有」の語を表示しなければならない。 
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出典：1985年食品規制 
 
表３： 食品分析サービス料金 

解析サービスの種

類 

解析パラメータ 

 

パラメータ 1 サンプルの料

金（MYR） 

食品添加物 

安息香酸 

ソルビン酸 

ホウ酸（定性） 

二酸化硫黄 

非栄養素系甘味料サッカリン 

非栄養素系甘味料シクラミン酸塩 

食品着色料（ペーパークロマトグラフィー） 

食品着色料(液体クロマトグラフィー) 

酸化防止剤 

ポリリン酸 

クエン酸塩  

亜硝酸塩  

硝酸塩  

カフェイン  

ホルムアルデヒド  

塩分含有量  

200 

200 

100 

150 

200 

200 

150 

300 

150 

200 

200 

200 

200 

200 

150 

80 

残留農薬 

有機塩素系 有機リン系  

カルバミン酸塩  

合成ピレスロイド 

600 

600  

500  

500 

金属汚染物質 

水銀（合計）  

ヒ素（合計）  

リード  

 カドミウム  

 錫  

150  

200  

200 

200 

200 

デ オ キ シ リ ボ 核 酸

(DNA) 
スペシエーション 600/種 

その他化学分析  ダイオキシン・フラン類（スタックドエミッション） 3,000 
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ヒスタミン（液体クロマトグラフィー）  

ヒスタミン（テストキット） 

アニオン（イオンクロマトグラフィー） 

400 

350 

450 

遺伝子組換え生物 

スクリーニング（35S プロモーター＋NOS  

ターミネーター＋npt 11 ターミネーター）定量（ラウンドアップレディソ

イ（RRS））。  

定性的（Bt 11、MON 810、Bt 176、GA 21、T 25） 

400  

700/テスト  

 

400 

出典：食品（食品分析料）規則 2016 
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